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序

この報告書は，片桐北部地区の県営は場整備事業により緊急発掘した報告書

であります。片桐地区は天竜川の典型的な河岸段丘が連なり上段には遺跡群が

あり，注目されていながら本格的発掘調査が行なわれないままたいましたが，

ほ場整備事業に先行して昭和53年西ヶ原遺跡を皮切りに，溝林・原田遺跡の発

掘調査を続けてきました。

今回調査した上ノ原遺跡は，竹の上部落の中段にあり，ゆるやかな傾斜地を

背にして南に開け，眼下に天竜川沿岸の平担地が下伊那まで眺望できる恵まれ

た環境にあります。

この遺跡は，縄文中期後妻のものが主体の集落址で，発掘された遺構は，縄

文中期後葉に当る住居址12軒と，竪穴・土拡・溝状遺構等が発見されています。

唾棄・鉢等のはか12，000点を超える土器片と3，000点の石器片が発掘され，土

拡からは約4，500年を経過したと思われる炭化した栗の実も発見されています。

この報告書の作成にあたり，一部であるが石器の組成について記述されていま

すので参考になれば幸です。

中川村では，昭和56年度に歴史民俗資料館を建設し，考古資料として既に発

掘された数多くの埋蔵文化財と共に今回発見されたものを展示してあります。

この報告書とともに多くの人に見ていただき，先住民の歴史をひもとき，郷士

を愛する心を養ううえに意義あるものにしたいものです。

この発掘調査にあたり，県教育委員会並びに南信土地改良事務所のご指導を

いただき，調査団長友野良一先生をはじめ，権威ある諸先生を調査員に迎え，

地元の積極的な協力，関係者のど努力により無事調査を終えこの報告書が刊行

できますことを心から感謝申し上げます。

昭和58年3月

中川村教育長　北　澤　正　美
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1．本書は昭和57年度に実施した，片桐北部地区県営圃場整備事業に伴なう，埋蔵文化財の緊急発掘

調査にもとづく報告書である。

2．本事業は南信土地改良事務所の委託により，中川村教育委員会が実施した。

3．本報告書は契約期間内（昭和57年度）中にまとめることが要求されているため，調査によって検出

された遺構及び遺物をより多く図示することに重点をおいたので文章記述はできるだけ簡略化につ

とめたが，そのうち第1号住居址は特に石器の組成について調査を行った。

4・深豊忠㌫蟄豊。遺物の縮尺は‡を基準としたが・大形の土器は

5．本報告書の執筆者及び図版製作者は次のとおりである。

。本文執筆者　友野良一・根津清志・木下平八郎・小木曽　清・松下千里・横田愛子・宮下喜代子

。図版製作者　遺構図，土器，石器の実測，土器拓影

友野良一，根津清志，小木曽　清，松下千里，横田愛子，高山よし子，

細田登志美，宮崎五百子

。写真撮影　木下平八郎，小木曽　清，根津清志

6．本報告書の編集は教育委員会がおこなった。

7．遺物及び実測図類は中川村歴史民俗資料館に保管してある。
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査に至るまでの経過

県営は場整備事業地区内の遺跡の調査を委託された場合には，受託するよう県教育委員会より村教

育委員会に連絡があり，おって南信土地改良事務所より緊急発掘調査について委託したい旨，村教育

委員会への依頼があって，両者協議のうえ，村教育委員会の編成した中川村上ノ原遺跡発掘調査団が

業務を遂行することになった。

昭和57年4月15日南信土地改良事務所長と中川村長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約」

を締結し5月25日上ノ原遺跡調査団会を開催し発掘計画について協議し，当日の午後現地において発

掘式を挙行し，翌5月26日より調査団により調査を開始した。

第2節　調査会の組織

。中川村教育委員会

教育委員長　　松　村　安　雄

委員長代理　　富　永　精　一

委　　　員　　杉　澤　　　要

〝　　　　斉　藤　英　雄

教　育　長　　北　沢　正　美

教育次長　　湯　沢　幸　雄

技　　　師　　北　村　　　章

嘱　　　託　　松　下　千　里

。上ノ原遺跡調査団

団　　　長　　友　野　良　一（日本考古学協会会員）

調　査　員　　根　津　清　志（長野県考古学全会員）

〝　　　　木　下　平八郎（

〝　　　　小木曽　　　清（宮

調査補助員　　横　田　愛　子（飯

〝　　　　宮　下　喜代子（飯

〝　　　　高　山　よし子（中

〝　　　　）

田　　　村）

島　　　町）

島　　　町）

川　　　村）

l



第3節　発掘調査の経過

月日

5．25

26

27

28

29

31

6．　5

7

8

28

29

7．1

日　　　　　　　　　　　　　　　　誌

午前中発掘器材の運搬を行う。地元の作業員の方々により調査作業上の休憩所及び器材

置場を設置する。午後1時30分より役場において，調査団の打ち合せ会議を開く，午後3

時現地において関係者により鍬入式を行う。

調査地域の水田の耕土をブルトーザーで除土する。

地場下面のジョレン掛，BMの設定。

層位確認のため道路添の残土処理作業。

5m×5mのグリッド設定。

道路の西面の地層図作成。午後調査員会。

第1号住居地の調査を開始。木下，松下遺跡の景観写真の撮影（大草神又の上より）

第1号住居址の南1．3mに縄文晩期とおもわれる鉢形土器を発見する。

blutothcにて道路の東側と西側と南側水田の除土，北側盛土附近に住居址確認。東の地

区に竪穴2と溝状遺構を発見。

道路の西側地区のジョレン掛を行う。

．村文化財調査委員と教育長見学。作業終了后教育次長の出席を求め発掘についての打ち

合せを行う。

住居址の確認ができましたので，各住居址の担当を定める。

ジョレン掛で発見されたグリッドの遺物記録をはじめる。

道路より西側の2枚の水田の耕土を除去するため，ブルドーザーを使用する。住居址を

新しく発見する。

雨天のため全員で遺物の水洗いを行う。

第4号住居址の炉址の検出と土偶が床面近くから発見される。

第4号住居址の柱穴断面の実測と，床面清掃，炉址は縁石が抜れたものであることを確

認

遺跡の中央を南北に通っている道路を取りのぞく作業

段丘の東添を通る道路きわに溝状遺構を発見，この道構内に焼土が二個所確認

溝状遺構内に土拡を検出，その付近から大型打製石斧を発見，溝状遺構の底部はかたく

叩かれている部分と焼土が見受けられた。

第4号住居址と溝状遺溝との間に1号2号の竪穴址を検出する，そのうち1号竪穴址か

ら粟の炭化物が多く発見される。

第1号竪穴より底部に穴のあいた石皿と，粟の炭化物が10数箇出土する。またその付近

から深鉢形土器も出土した。

1号竪穴の底部から，粟の炭化したものが100箇以上検出する。土拡検出，3号4号竪

穴も検出される。

第2号住居址を完掘し，第2号住居址は第8号住居址を切って作られているところより

ー2－



7．　3

5

6

7

8

9

10

11

12

13

8．　2

11．　4

2．20

第8号住居址の発掘を進める。3号竪穴清掃，2号土拡と考えられていたものは5号竪穴

となる。

第1号住居址の実測，写真撮影終る。竪穴，土拡も実測写真を終る。

第6，9，10号の住居址の調査を始める。

4，5，6号土拡が発見される。

雨天につき全員で遺物を洗う。

第6，7，10，11号住居址の実測及び写真撮影を行う。

第2号住居址床面から埋嚢を発見，第8号住居地から鉢形土器出土。第9号住居址実測

と本遺跡の全測を始める。

前日に引きつづいて全体測量と全景の写真をとる。

遺跡の一般えの公開をなし，根津調査員が説明を行う。

午前中雨のため遺物の水洗いが行われる。午後遺構の実測，木下調査員写真の撮影。

現場の作業は一応終了したが，一部測量が残っていたのでこの個所を実測。午後テント

の取り片付けや器材の片付けをなし全作業を終る。

出土遺物の整理

報告書作成のための整理作業を始める。

報告書作成の作業終了

長期間にわたった発掘にあたって，深いど理解とど協力をいただいた，地元の関係の方々，発掘に

直接ご参加下さいました方々に心より感謝を申し上げる次第であります。

発掘調査に参加された方々（順不同）

斉藤英雄，荒井晴雄，高柳市之丞　寺沢　勝，高柳茂雄，木下文子，荒井　操，北沢早苗，米山喜

美子，原みち子，地田きく子，荒井わか子，戸田新次，桃沢　武，佐々木敦美，高柳はつゑ，

′雨沢恵子，有賀美恵子，北村美智恵，桃沢みさゑ，原はつは，太田喜代子，斉藤照子，古屋公彦，

細田登志美，宮崎五百子

ー3－



第Ⅱ章　遺跡の環境

第1節　遺跡の位置

上ノ原遺跡の地理的位置は，東経137度56分36秒，北緯35度38分22秒に位置し，長野県上伊那郡中

川村大字片桐の竹ノ上地籍にある。遺跡に至るには，国鉄飯田線七久保駅を下車し，東方に3．5肋，国

道153号線バイパスより西北方に650m進んだ地点に所在する。遺跡は，中央アルプスに源を発する

与田切川の押し出した飯島町七久保，本村横前と続く扇状地上より更に一段と低い処で天竜川の底位

段に所属する標高557m～560mの位置する処に広がる集落跡である。

本遺跡は縄文中期の梨ノ木遺跡，弥生前期の刈谷原遺跡，そして昭和56年に発掘した溝林遺跡更に

昨年発掘した原田遺跡と遺跡が一帯に広がっている横前地帯から一段低い地点にあり，天竜川西側の

良く発達した処で，遠く南アルプス連山を望むことができ背後には中央アルプスの南駒ヶ岳がそそり

立つ姿を見ることができ景観のよい処である。

第1図　上ノ原遺跡位置図
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第2節　地形及び地質

1）

遺跡の位置する上ノ原は天竜川の

河床より数えて3段目の南に張り出

している河成段丘である。遺跡地は

標高557．9m～558．3mの間にひろ

がりをもっている遺跡である。天竜

川との比高は67mを測る場所に位置

している。

2）

上ノ原遺跡の基盤は，古期火山灰

層が砂礫層に混入し洪積からなって

いる。その上に中期～新期ロームが

乗った地層から成る。当遺跡の地層

調査箇所は，旧道路が地形的に比較

的よく残っていたので，その断面を

利用して調査した。そのうち層位3

は旧水田の地場層である。したがっ

て3層以下が不動の地層となってい

る。

第1層　コンクリート舗装

第2層　耕　　土　　層

第3層　旧水田の地場

第2図　層　　序

第4層　黒褐色土層

第5層　ローム層

1 コ ンク リー ト

2 埋　　　　　 土

3 耕 土 （黒 土 ）

4 黒　 褐　 色　 土

5 褐　　 色　 土

6 地　　　　 場

7 撹　 乱　 層

8 ロ　　　　　　　　 ム

〒司二二二≠二三二二二三三≡≡⊆≡≡
ト－5号住居址床面一一一一一一一」

7　　－　　－　　7M

第3図　道路南北断面図
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第3節　歴史的環境

上ノ原遺跡の所在する中川村片桐地区には，分布調査の結果48個所の遺跡が確認されている。今

回は，そのうち，当遺跡の附近に分布する遺跡を簡単にふれたい。

1．梨ノ木遺跡は天竜川の高位段丘上に位置している遺跡で，その広さは6ヘクタールに及ぶ大規模

な遺跡である。分布調査の結果縄文中期中葉と後妻・弥生後期の遺物が多数収集されている。特に

堤の工事で縄文中期の土偶が出土している。

2．刈谷原遺跡は，梨ノ木遺跡と上井川をへだて同一面の段丘上に分布している遺跡で，弥生時代前

期の遺物を出土したことで著名である。また縄文前期初頭の土器を出土することで重要な遺跡であ

る。

3．原田遺跡，本遺跡は昭和56年度発掘調査を行った結果，弥生中期初頭の遺構と遺物が発見された

遺跡である。

4．竹の上遺跡は，天竜川の底位段丘に所属する遺跡で，縄文時代中期と古墳時代の遺物が出土して

いる。

第4図　上ノ原遺跡付近遺跡分布図
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第5図　遺跡付近の地形・発掘区
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第Ⅲ章　遺構と遺物

第1節　調査の概要

上ノ原遺跡の発掘は，南信土地改良事務所及び文化庁補助による委託事業である。本調査は遺跡範

囲確認のおりの試掘では，縄文中期後葉の土器が集中して発見された地点を中心として調査範囲を便

宜上A・B・C地区に区画して調査が行われた。調査の対象となった地目は水田地帯が主であるが，

一部に試掘地点の畑地が加わっている。本遺跡の範囲は上ノ原地籍の大部分に広がる東西300m南北

200m程の面積の遺跡と考えられるが，今回はそのうち遺跡の中心部．と思える地域を選んで調査を実

施した。

調査の手順として選定された水田の耕土は耕作のためかく乱されているところから，重機によって

水田造成時の地場層まで除土を行い，5×5m毎の調査グリッドを設定し調査を行った。

調査の結果，A地区に第1号住居址，第5号住居址，第6号住居址，第7号住居址，第8号住居

址，第9号住居址，第10号住居址，第11号住居址と第5～8号竪穴，及び第3～10号土拡を検出し
l

た。B地区では，第2号住居址，第3号住居址，第4号住居址，第8号住居址と第1～4号竪穴及び

溝状遺構を調査した。

第2節　遺構と遺物

1．土　器

今回の調査で出土した土器はかなりの量に達した。その内訳は復原された土器25点で，他は大方小

破片で分類不可能の土器片もいくつかあった。今回はあまり複雑している遺物でないので，本遺跡

として特に類別を行わなかった。発見された土器は，縄文前期の土器は皆無で，大方は縄文中期後葉

の曽利系が主体で，そのうち加曽利系かと思われるものが若干認められた程度である。曽利系土器は

井戸尻Ⅲ式の新しいところかと思われるものが一部見受けられるが，あまり明かに分類できないの

で，曽利の古いところに位置ずけた。遺物の主体は曽利Ⅱ，Ⅲ式であって，Ⅳ式に入るものは認めら

れなかった。遺構の中にはⅡ～Ⅲ式にまたがるものが多い。そのほか，縄文後期後半の浅鉢，中世の

陶磁が発見された。

2．石　器

今回の調査では第1号住居址の石器組成の有り方について研究を試みた。第2号以下は数量程度に

とどまってしまったが，遺跡全体の数量が把握されたことは大きな成果であった。これ等の結果は後

述の集計表を見ていただきたい。特に打製石斧及び槙刃型石器は形態分類を試みた。他の石器につい

ては形態分類は行わなかった。
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1．打製石斧形態分類（第7図）

上ノ原遺跡の打製石斧の出土量も多いことと遺構の記述者も異

なることもあって，記述上の統一を計るため形態分類を行なっ

た。十二ノ后，大石・判ノ木山東の諸遺跡で形態分類が行われて

いるので，分類基準について詳しくはふれないが。分類の基準と

なっているものは，（I）刃部の形態，（Ⅱ〉側線形態の平面形である。

fI）については，その平面形態をA－直刃，Bq円刃，C－斜刃の

三種類に分け，（2）については，I一刃部に最大幅をもち頭部に行

くにつれて巾をせまくする。Ⅱ一胴部に最大幅をもつ胴ぶくれ状

の側縁を呈する。Ⅲ－側線の両辺を呈す。Ⅳ一胴部に挟りがある

もので，上下が対称形をなすものである。これは従来よりよく用

いられている，撥形，短冊形，分銅形が基準となっており，・Iが

撥形，Ⅱ・Ⅲが短冊形，Ⅳ分銅形となる。A～C，I～Ⅳの組合

せにより12種に分類できる。

石斧に使用されている石材は，赤石山系のものが大多数である

が，一部木曽山系の石も使用されている。この分類は十二ノ后の

分類を参考に使わしてもらった。

2．構刃形石器形（第8図）

槙刃形石器の分類の基準は，平面の形では，刃部をA一円刃

Bを直刃，Cを内湾

刃し，刃部に対する

辺一背－の形態でI

～Ⅳに分類した。D

Eについては，背に

挟人の槙刃形石器を

Dとし，両側縁部に

挟人のものをEとし

た。量的にはわずか

であるが検出されて

いるので形態分類図

‾瓦 B e ‾

i⊥
悉

富

田

〔．〔

Ⅳ
′

［ ∩

第7図　打製石斧形態分類

鵜 A B C D E

T⊂ ⊃

甘 ⊂
田‘C ＞

好C二つ

第8図　横刃形石器形態分類

で表わす事とした。

Iは直な背をもつもの，Ⅱはゆるやかに外湾する背をもつもの，ⅢはⅡよりも外湾度が高い三角形状

の背をもつもの。Ⅳは内湾する背をもつものである。この分類は打製石斧と同様他の遺構の遺物の分

類に共用されるものである。
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第9図　第1号住居址実測図

第1号住居址（第9図）

遺構，本址は台地の基部中央東寄りにあり，M53グリッドに検出されたもので，そのプラン5．3×

4・4m円形である。主軸はN700Wである。重機で水田造成時の地場面まで除土した際に土器破片が

多く出土したので，その周辺を少し削ると，ローム上面が現われ落込みを確認したため，どの土層よ

りの掘込であるか不明である。壁高は30cm前後壁帯は良好である。周溝は巾20cm前後深さは4－～10

仰，入口の一部を除いて壁直下をめぐる。床面はほぼ水平でよく締り良好である。．ピットは14検出さ

れたが，主柱穴はPl～P4の4個と考えられる。その径は55cm前後，深さ70cm前後あり，底部は平

らである。東側周溝の切れる位置にあるピットは，埋賓の埋置される場所であるが，饗は見当たらな

いが，それにかわるものと思われる。炉は西壁より11．1m中央寄りにあり，炉石は抜き取られてお

り，拳大の礫が4個残っていただけでその形状は不明であるが，おそらく4個平石を組み合せた石囲

炉と推定され，掘込みは床面から摺鉢状に掘られ40cmを測る。炉底は焼土がレンス状に堆積してい

る0焼土は炉址以外に広さ0．7×1．7mの範囲，厚さ10cmに分布している。（木下）
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7　1　〒M　第11図3

第11図7・12　　　　　　　第11図14

第10図　第1号住居地土器石器出土状態接合関係函

遺物（第10図～第18図）

遺物は，覆土から床面まで多量の土器，石器，土製品が出土した。出土地点，レベルを計測記入し

床面に近いⅢ・Ⅳ層と，Ⅱ層の床面に近いもの，及び壁直下のものを本址の遺物とした。

土器は，完形品は2点。底部から口縁部の1部あうもの2個体，半完形のもの2個体で他はすべて

破片である。復原された土器の一部は，床面から20cm前後浮いているが，大半は床面直上である。器

種は，深鉢が多く，台付土器の台脚部が14点あり，器型のわかるものは，床面直上より出土した1点

だけである。土器片円盤（第12図33・34）は14個あるが，本址にともなうものは2個である。土器片

錘（第12図40）が1点床面より7cm浮いて出土した。土偶（第11図15）の下半部が1個あるが覆土中

のものである。底部（第13図・第14図）は，図示以外にも多く，100個を越えるが本址に伴うものは

30個である。床面下5cmから1点検出された。土器片の総数は2，400点を越える。

土器の主体を示めるものは深鉢で，曽利Ⅲ期併行のものである。破片（第12図4・6・14他）中に
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曽利Ⅱ式と関西系とおもわれるものが若干含まれている。特に注目される土器に，無文土器（第11図

12・13・14）が3点あり，2点は製作時の器型を伺い知ることができる。輪積整型後，内外壁をへラ

と刷毛で調整し（第11図14）は，外壁に縦位のへラ調整痕が認められる。底部には木葉痕底である。口

縁部，頚部は横ナデ仕上で，器壁の色調は黄褐色を呈し，胎土，焼成ともに良好で，底から内壁上部

にかけて焦げ付きが残り，外壁に煤の付着があり色調を濃くしている。（第11図12）は，前者と同じ

器型であるが，調整は荒く，内外壁共凹凸が激しく，へラ，刷毛による調整も前者に比べて悪い。器

壁の色調は，明るい黄褐色の胴下半部と，上半部は黒褐色で，胎土，焼成ともに良好である。底から

内壁上部にかけての焦げ付き，外壁上半部に煤の付着があり上半部の色調をより濃くしている。焦げ

付き，煤の付着状態よりみて，共に煮沸器である。（第11図13）は，口縁部から肩部にかけての破片

で，内外壁共棲ナデ，へラ調整仕上で，器壁の色調は黄赤褐色で，胎土，焼成共に良好であり，内外

壁に焦げ，煤の付着は認められない。台付土器（第11図8）は，床面直上よりの出土で，器型のわか

る唯一のもので，同一個体とみられる口縁部の破片よりみて波状口縁となり，縄文の地文に粘土紐を

貼り・その側縁を棒状工具で沈線を引き，その中に鋭いへラ状工具の先で連続突刺文が付けられて

おり，台脚部は，縦位の楕円型の窓を3箇所開け，窓の間に隆起文を付け，その間をへラ状工具によ

る綾杉文で埋め，底部は環状となり木葉痕がある。器壁は，上部が赤味を加えた黒褐色で，台脚部は

明るい黄赤褐色に焼成されており，胎土に長石が含まれており堅く焼かれた良好な土器である。

石器は，数量も多くバラエテ一にとんでいる。打製石斧（第15図1～12）は，48点と多く，1・2

・4・7・8・10・11・12・他16点は床面上のものである。定角式石斧（第15図13・14）は，3点あ

り完型品は13のみで他は破片であり，14は覆土中のもので火を受けている。横刃型石器（第16図15～

25・第17図35－38・43・48・50）は，128点あり，（第16図15・16・21・23・24・第17図38・43・48

・50）′と，図示以外に48点あり，覆土中より71点でている。石鍍（第16図26～28・33）は，28・33と

図示以外に2点あり，覆土中より4点出土している。石錐（第16図31・32）は，2点あり31が床面上

のものである。スクレイパー（第16図29・30・34）は，22点あり，29・34他9点が床面上で30・他10

点は覆土中のものであり，30・はチャート製で他はすべて黒曜石である。ピエス・エスキーユは，31

点あり19点が床面上のもので，12点は覆土のものである。（第17図39）は，硬砂岩製で表皮を片面に

残し，周囲を円型に打ち欠いた石器である。（第17図40）は，花崗岩の円礫で周辺に打痕が認められ

る。小円礫（第17図41・42・47）は，円型と楕円及び不整円のものがあり，大半が硬砂岩の自然礫で

その数は300個を越える。石錘（第17図44～46）は，石質の違うものが3点あり，44・は床面上のも

のである。石棒（第17図49）の胴部の破片が1点覆土よりでている。石皿（第18図51・53）は，2点

あり51は西壁直下に壁上より伏せた状態で落下しており，壁寄りに450傾いて下部が床面に接してい

た。53・は覆土中のものである。（第18図52）は，花崗岩の自然礫で，表面に2ヶ所打痕がみられる

石棒状のもので床面上に横位に置かれていた。（第18図叫）は粘板岩を打ち欠いて平板状にしたもの

で，南壁近くの床面上に据置かれており，表面の打痕よりみて工作台である。礫器（第18図55－60・

62・63）は，21点あり床面近くの出土は14点（55・58・59・62・63）で，他7点は覆土中のものであ

る。両端，側縁に敲打による欠落のあるもの60・62・63，弱い敲打による痘痕状の面を残すもの（57

・59），周辺の磨り減ったもの（55・58）がある。凹石（第18図64），磨石は，共に6点あり，5点

が床面上の出土である。
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第12図　第1号住居址出土土器（1：3）
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第18図　第1号住居址出土石器実測図（1：3）

横刃型石器のうち約半数が床面近くの出土で，そのなかの3点（第17図43・48・50）は，縄文時代

ではあまり例をみないタイプで，弥生時代の石器と見間違がう石器である。43は，6×4．3。爪の小

型のもので，片側に表皮を残し両サイドに挟りを入れ，弧状の刃部をもつ石器で，挟りの摩滅からみ

て石包丁であろう。48は，前者を大型にしたもので8．7×11C爪あり，峯の部分は打ち欠き時の厚い

部分を調整のため表皮が6C勘反対側が8．5cm剥ぎとられており，弧状となる刃部の中央部が4．5。爪

ばかり内湾しており3mを測るo丁寧に作られた石器である。峯と決りの部分に着柄による摩滅が認

められ，刃部に刃こぼれがあり，手鍬を想起させる石器である。50は，背の部分に巾1．7。m長さ10

甜の表皮を500の角度に残し，刃部に至る面の一部に打ち欠いた部分を残し，刃部に対して60。の角

度で磨り平にしており，裏面は打ち欠いたままで，両サイドの挟りは，片側に2ヶ所，反対に深い挟

りが1ヶ所入る0刃部が推定4cm前後欠けている02箇所の決りよりみてこのところに紐を掛けて使

用したものであり，平の面以外の角の摩滅状況よりみて相当使用されたものである。
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表1　第1号住居地土器分類表

深　　　 鉢 台付土器 口　 縁　 部 胴

部

底　　 部 把 ・

手

土

偶

土円
器
片版

土片

器錐
計

一形品
匡 復元 図上復司台の 図上復司 他 図上復司 他

出土数 2－ 4 1 13 7 249 1，994 64 34 2 1 t 11 1 2，383

表2　第1号住居址石器分類表

打製石斧 角式石斧 構刃形石斧 磨　 石 凹　 石 石　 錘 乳棒状
石　 器

礫　 器
石 石

出 使あ 出 使あ 蓋 牒 至 出 使あ 出 便あ 出 使あ 出 使あ 出 使あ

土 用る 土 用る 土 用る 土 用る 土 用る 土 用る 土 曇る 皿 棒
数 痕 も

のの
数 痕も

のの
数 痕 も

のの
数 痕も

のの
数 痕も

のの
数 痕も

のの
数 痕も

のの

硬 砂 岩 37 37 122 110 5 5 2 2 4 4 8 8

緑 泥 岩 7 7 3 3 3 3 1 1 1 1 1 9 9 12 12

粘 板 岩 4 4 3 2 1 2 2 1 1

花 崗 岩 3 3 1 2

石 灰 岩 1 1

安 山 岩 1

出土数計 48 3 128 6 6 3 16 21 2 1

表3　第1号住居址
黒曜石分類表

黒 曜
石

チ ャ

ー ト

ス ク レ イ パ ー 21 1 ・

ピエス，エスキーユ 3 1

石　　 鍍 8

石　　　 錐 2

使 用痕 のあ る剥片 5

〝　　 石刻 5

使 用痕 のない剥 片 15 1

計 222 1

表5　第1号住居地
石器集計表

石　 器　 計 235

黒　 曜　石 計 224

礫　 剥　 片　計 791

総　　 計 1，250

表4　第1号住居址磯・剥片分類表

大　 型　 礫 礫 剥　　　 片

出

土

使の

あ
用 る

も

焼　 痕 出

土

使 の
あ

用 る
も

焼　 痕 出

土

使 の

あ
用 る

も

焼　 痕

少

し

ほ
ぼ少

は
ぼ 少

し

ほ
ぼ

数 ‾痕の し 在 数 痕 の 全
体

数 痕 の 全
体

チ ャ　ー ト 1 1 1

粘　 板　 岩 1 55 36 54 13 7 1

砂　　　 岩 1 22 15 3 21 1 2 6

硬　 砂　 岩 220 165 5 17 2 11 103 23 24

緑 色 変 岩 1 1

花　 崗　 岩 4 1 20 13 1 3 7 ．1 3

片　 麻　 岩 1 1 4

石灰質青色岩 9 6 1 1

緑　 泥　 岩 148 28 1 1 58 32 4 4

石 ．灰　 岩 29 12 11 2 1

石　　　 英 9 4 1 1 2 1 1 1

計 6 0 0 1 4 15 280 10 25 370 153 38 4 0
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表6　打製石斧

慧聖篭警分類 分類　石　質　其の他
厚さ刃部重さ
cm　の幅　g

石質　其の他Nn莞㌘諾意

A－Ⅲ硬砂岩
〝　緑泥岩

C－Ⅲ粘板岩
〝　硬砂岩

0
　
5

6
　
2

90

00
1

90　B－I　　〝

80　　〝　　　〝

50　C－Ⅳ緑泥岩
A－Ⅳ硬砂岩
B－I　粘板岩
〝　硬砂岩
〝　緑泥岩

C－Ⅱ硬砂岩
〝　　　　　　　〝

A－I　　〝

〝　　　〝

B－Ⅱ粘板岩

0
　
0
　
0
　
0
　
0

0
　
6
　
2
　
7
　
0

3
　
1
　
1
　
1
　
1

0
　
0

3
　
6

0
　
0

0
　
0

1
　
1

55　〝　硬砂岩
55　　〝　　　〝

50　　〝　　　〝

B－Ⅳ　　〝

〝　　　　　　　〝

〝　　　〝

B－Ⅱ粘板岩

001

90
0
　
0

2
　
5

1
　
1

25A－Ⅱ緑泥岩

5
2
6
9
5
7
8
．9
け
．1
0
．1
け
．2
8
9
4
2
9
9
0
7
7
5

1
．
0
．
0
．
0
．
0
．
0
．
0
．
1
欠
1
1
．
1
欠
1
0
．
0
．
0
・
1
・
0
・
0
・
1
・
0
・
0
・
0
・

4
9
2
4
6
9
3
8
3
1
2
5
0
2
3
6
6
4
3
5
5
4
8
7

1
0
1
1
1
0
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
0

5
6
5
6
5
4
0
7
7
1
5
6
5
2
6
8
0
3
0
5
5
0
3
8

3
2
4
4
4
4
4
6
4
6
5
5
3
4
6
3
4
4
4
3
4
5
4
3

4
2
9
8
3
8
6
5
2
4
0
6
4
0
8
1
0
3
4
0
5
7
5
6

8
7
9
2
9
0
7
3
3
0
1
8
3
0
7
8
7
6
7
0
9
0
2
5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

土
土
土
土
土
土
土
土

床
〝
ク
床
ク
〝
〝
床
ク
床
〝
ク
〝
床
〝
ク
床
〝
〝
〝
ク
ク
床
ク

フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ

2
9
5
6
8
8
0
0
4
0
9
5
3
4
5
0
7
8
5
7
1
8
9
7

5
4
7
7
0
9
3
4
0
2
2
5
5
4
4
9
7
6
1
7
7
3
7
9

8
5
2
8
2
5
8
7
7
2
4
8
2
9
3
7
3
4
7
2
1
8
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
↓
1
月
1
↓
1
有
1
月
l

5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2

2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
3
　
3
　
3

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
　
5
6
7
8

3
3
3
3
3
3
3
　
4
4
4
4
4
　
4
4
4
4

いる
C－I彿彿嘉輿獲て

A－I　硬砂岩
A－Ⅱ　　〝

AニーⅡ　　〝

A－Ⅳ緑泥岩

C－Ⅱ　　〝

B－I　　〝

岩
岩

〃
泥
砂
〃

緑
硬

〃

B－Ⅱ

B－Ⅲ
C－Ⅲ

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

4
　
5
　
6
　
4
　
0
　
4
　
3
　
0
　
1
　
9

3
　
1
　
　
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

90　B－IV

60　C－IV

90　B－I　　〝

B－Ⅱ　緑泥岩

〝　硬砂岩
B－I　　〝

〝　　　　　　　〝

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

Ⅳ
I
　
　
　
Ⅳ
Ⅲ

〃

一

一

〃

　

〃

一
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1
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6
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9
9
5
1
3
8
5
4
3
1

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
2

2
6
6
6
5
2
5
1
3
4
3
9
3
1
4
0
5
8
8
9
2
4
5
0

7
5
3
4
4
4
5
4
3
4
4
4
4
5
4
5
4
3
4
3
4
4
4
4

6

2

4

0

，

1

3

7

9

8

4

2

7

1

4

9

5

2

9

5

1

6

0

9

g

1

3

1

1

1

0

1

3

1

3

1

2

．

1

2

1

0

1

9

1

2

1

0

9

1

1

9

9

0

9

7

8

8
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2

1
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9
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9
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表7　定角式石斧

Nn 遺蜘 ・ 忌 圭 怒 ㍉ 帥 厚 さ 重さ 使用 石質 其の他

cm　　 g　 痕

Nn 遺蜘 0・ 諾 意 怒 ㍉ 帥 厚さ 重さ 使用 石質 其の

cm　　 g　 痕

1 1，466　　 床　　 6．8　 3．6　 1．1　 5．0　 先　 緑泥岩 焼けて 3　 1，915　　 床　　 3．0　 1．5　 0．4　 2．4　 先　 緑泥岩
2　　 484　 フク土　 3．2 ． 1．6　 1．0　　 5　　 〝　　 〝　　 いる

表8　横刃形石器

血管諾意怒帥刃幅厚さ重さCm Cm g 悪用分類其の他恥常駐怒蜘禦扁聖警石質石質悪用分類其の他

110硬砂岩あり　AⅢ
115　〝　　〝　　〝

Ⅱ
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Ⅲ
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80
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300

100

70
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45
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40
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20
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40

170

90

170

70

115

60

80　〝　　〝

70　〝　　〝

100緑泥岩　〝　　〝

70硬砂岩　〝　　〝

75　〝　　〝　　〝
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4
4
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石質悪用分類其の他Nn背忠志怒帥刃幅竪警票石質悪用分類其の他
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表 9　 磨　　 石

。No．出土地点 遺物Nn　 長さ 幅α 厚さ 重さ 使用痕 石 質 其の他 恥 出土地点 遺物Nn　 怒 伽 聖 警 使用痕 石 質 其の他

Cm　　　　　　 Cm　　　g

1　 床　 1，217　 9．9　 5・4　 3・0　240　平横　 硬砂岩

2　　 〝　　 1，435 10．3　 5・9　 2・6　320　 〝　　 〝

3　 フク土　　 871　 9．4　 3．3　 2．9 16 0　 平　　 〝

芸　 空　 霊　 昌：芸 芸：昌 ：呈 133 号 慧雷雲

6　　 〝　　 1，290　 5．3　 3・8　 2・4　 60　 〝　　 〝

表10　凹　　 石

N。．出土地点 遺物Nは 聖 蜘 竪 警 使用痕 石 質 其の他

1　 床　 1，952 11．5　8．7　 5・4　650　 先　 花崗岩
2　　 〝　　 1，451 11．0　8．4　 2．6　320　 横　　 〝
3　フク土　　 803　 8．7　6．9　4．6　370　 先　　 〝

Nn 出土地点 遺物Nn書聖 蜘 聖　 が 使用痕 石 質 其の他

芸　 空 ；：23措 ．昌 ：2 2：昌 ㌃ 晶 諸 芸

6　　 〝　　 1，777 10．5　5．8　4．4　370　 先　　 〝

表11 石　　 鍾

Nn 出土地点 遺帥　 慧 駈 警 警 石 質　 其の他

1　 床　 1，82 6　 4．6　 3．9 1．8　 50　 花崗岩

Nn 地 地点 遺卵 は　 聖 馳 竪 琴 石 質　 其の他

3　 フク土　 1，752　 3．6　 3．4 1．0　 20　 粘板岩 焼けている

845　 5 3　 30　 1 0　 30　 ′フ泥岩
2　 フク

表12　乳棒状石器
Nn 出土地点 牒 物Nn 怒 帥 警 讐 使用痕 石 質 其の他

9　フク土　　 642 10．9　4．0　2．4 140 先・横 緑泥岩
10　 床　 1，162　 8．8　2．9 1．8　 60　 先　　 〝
11　 〝　　 1，282　 8．8　2．7 1．3　 50　 〝　　 〝
ii フ 言 ‥iii iii iii iii ；； 禎

16　 床　 1，825 13．4　2．7　2．1 150 平・先　 〝

N。．出土地点 遺物N。．怒 帥 聖 讐 使用痕 石 質 其の他

1　 床　 1，205 14．7　4．4　3・3　350　 先　 緑泥岩

諾 新 注 諾 穣

7　　 〝　　　 540 10．9　4．5　3．3　230　 先　　 〝
8　 床　 1，480　 8．0　3．2 1．4　 60 平・先　 〝
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表13　礫　　器

璃 孟 通 Nは物 怒 鮎 厚 さ 警 使 用 痕 石 質 頒 其 の他

cm

N凋 差 遣 N書 聖 翫 聖 警 使 用 痕 石 質 分 類 其 の 他

1 フ ク土 1，66 0 1 5．2　 5．9　 4 ．0　 5 4 0 横 ・先 硬 砂 岩　 B 1 2 フ ク土 1，77 9 ‾ 1 5．2　 8．1 4．6　 6 1 0 平 先 横 硬 砂 岩　 B

2　 床　 1，93 7 1 2．6　 8．5　 3．4　 5 5 0 横 ・先　 〝　　 〝 13　 床　 1，89 5　 8．9　 6．7　 4．9　 44 0　 先　 緑 泥 岩 ‾　‾A

3　 フ ク土 1，83 8 1 2．3 ．4 ．5　 3．9　 46 0　 先　 緑 泥 岩　 〝 14　 フ ク 土　 37 8 r 1 2．0　 6 ．9　 5．．3　 6 2 0　 平　　 〝　　 B

4　 床　 1，73 2 16 ．0　 6 ．2　 3．4　 5 10　 平 ・先　 〝　　 〝 15　 床　 1，95 3 1 1．5　 7 ．0 °6．0　 78 0 平 ・先　 〝　　 〝

5　　 〝　 1，70 2 10 ．8　 5 ．0　 4．5　 40 0　 先　　 〝　　 〝 16　　 〝　 1，46 4 1 1．6　 8 ．3　 4．9　 65 0　 先　 硬 砂 岩　 〝

6　 フ ク 土　 94 5 1 1．4　 6．4　 6．2　 99 0　 先 ・横　 〝　　 〝 17　　 〝　 1．，31 9 1 1．3　 5．4　 5．4　 54 0　　 〝　 緑 泥 岩　 〝
7　 床　 1，6 9 4　 8 ．4　 8．2　 5．1 5 6 0　 構　　 〝　　 〝 18　　 〝　 1，31 3 1 0．4　 9．1　 7．0　 96 0　　 〝　　　 〝　　 C
8　　 〝　 1，9 5 7 10．0　 9．4　 4 ．5　 56 0　 横 ・平 硬 砂 岩　 A 19　 フ ク土　 82 5 1 4．3　 5．7　 4 ．g ・43 0　 〝　 粘 板 岩　 B

9　　 〝　 1，8 0 5　 6．7　 6．7　 2．5 1 2 0　 横　　 〝　　 〝 20　 床　 1，41 2 ． 9．9　 8．6　 4．3　 53 0　 〝　 緑 泥 岩　 C

1 0　 フ ク土　 99 0 1 4．6　 8．7　 6 ．4 1β1 5 平 先 様　 〝　　 B 2 1　 〝　 1，13 9　 1 3．7　 7．4　 6．4　 90 0　　 〝　　　 〝　　 C

1 1　 床　 1，15 1 2 1．2　 6．3　 5 ．7　 92 0　 先 ・横　 〝　　 〝

表14　石　　皿

出土地点　遺物恥　長さcm 幅cm　厚さC吼　重さ毎 恥　出土地点　遺物恥　長さ甜 厚さ仇　重さ毎　石質

1　フク土　1，774　　40．7　　30．8　10．0　19．0 2　　床　　1，957　27．2　11．8　　5．2　　2．5　花崗岩

表15　石　　棒

cm　幅甜

1　フク土　　364　　6．3　　6．4　　5．8　　460　安山岩

表16　スクレイパー

恥 岩 芸　 道ぼ り 慧 幅壷 聖 霊　 石 質　 備 考 Nn 諾 意　 遺N　 璧 馳 聖 慧 石 質　 備 考

1　 床　 1，5 73　 44　 2 2　　 6　 5　　 黒曜 石 12　 フク土　　 60 7　 30　 15　　 6　　 3．0　 黒曜 石

2　　 〝　　 1，6 52　　 48 ． 8　　 7　 1．2　　 〝 13　　 床　 1 ，7 12　 2 9　 18　　 8 ． 3．2　　 〝

3　　 〝　　 1，550　　 3 4　 17　　 4　　 3 ．2　　 〝 14　 フク土 1，646　 28　 2 1　 0．9　 6．8　　 〝

4　　 〝　　 1，935　　 3 6　 18　　 7　　 3 ．8　　 〝 15　　 床　 1，54 2　　 2 9　　 20　　 8　　 4．1　　 〝

5　　 〝　　 1，603　　 33　 16　　 4　　 2．2　　 〝 16　 フク土　 417　 52　 15　 12　　 4．2　　 〝

6　 フク土　 1，627　　 30　 15　　 7　　 2．8　　 〝 17　　 〝　　　 194　　 27　　 20　 11　　 2．6　　 〝

・7　　 〝　　　 990　　 3 1　 30　 10　　 9 ．0　 チャート 18　　 床　 1，111　 22　 13　　 5　　 2．1　 〝

8　　 〝　　 1，716　　 30　 19　　 7　　 4．2　 黒曜石 19　 フ ク土　　 833　　 29　 12　　 4　　 2．　　 〝

9　　 床　 1，329　　 32　　 20　　 6　 3．1　　 〝 20　　 〝　　　 862　　 25　 15　 10　　 6．6　　 〝

10 －　フク土　 109　　 45　　 21　 13　　 7．8　　 〝 2 1　 床　 1，819　　 20　 15　　 4　 1．2　　 〝

11　　 〝　　　 789　　 25　　 21　　 9　　 5．2　　　 〝 22　　 〝　　 1，935　　 20　 11　 3　　 1．0　　 〝

表17　ピエスエスキーユ

‰ 畠 孟　 遥ぼ り 慧 幅壷 聖 霊 石 質　 備 考 ‘．馳 走 孟　 道悪 1 慧 幅彿 莞 「 慧 石 質　 備 考

1　 床　 1，8 19　 24　 29　 11　 7 ．4　 黒曜 石 17　 フ ク土　 162　 2 1　 20　　 4　 1．9　 黒 曜石

2　 フク土　 1，84 1　 27　 22　　 4　 4．5　　 〝 18　　 〝　　 1，305　　 26　 18　 1 1　 4．8　　 〝

3　　 床　 1，395　　 2 5　 18　　 7　　 4．6　　 〝 19　　 床　 1，614　 26　 2 1　 5　　 2．4　　 〝

4　　 〝　　 1，87 1　 29　 18　 10　　 5．1　　 〝 2 0　　 〝　　 1，803　　 2 1　 15　　 6　　 2．0　　 〟

5　　 〝　　 1，512　　 3 5　　 24　 18　　 5．2　　 〝 2 1　 〝　　 1，949　　 23　　 2 1　　 4　　 2．6　　 〝

6　 フク土　 1，721　 24 ．21　 5　 2．白　　 〝 22　　 〝　 ．1，527　　 27　　 26　　 1　 2．8　　 〝

7　　　 〝　　　　 830　　 25　 14　　　 7　　 2　　　 〝 23　　 〝　　 1，395　　 34　　 27　 12　　 7．6　　 〝

8　　 床　 1，935　　 3 1　 28 ‘　 5　　 2．2　　 〝 24　　 〝　　 1，549　　 24　　 26　 10　　 6．8　　 〝

9　　 〝　　 1，267　　 34　　 20　　 7　　 3．6　　 〝 25　　 〝　　 1，954　　 36　　 31　 12　 15 ．7　　 〝

10　　 〝　　　 987　　 28　 15　　 7　　 2．3　　　 〝 26　 フク土　 上ノA　 22 ・ 21　 5　　 2 ．4　　 〝

11 フ ク土　　 528　 19　 15　　 6　　 0．9　　 〝 27　　 〝　　 上ノB　　 32　 15　　 7　　 3 ．2　　 〝

12　　 床　 1，591　 23　　 20　 17　 1．8　　 〝 128　　 〝　　 上ノC　　 2 0　 15　　 7　　 3 ．2　　 〝

13　　 〝　　 1，3 31　 21　 18　　 5　 1．8　　 〝 29　　 〝　　 上 ノD　 2 台　 21　 6　　 3．3　　 〝

14　　 〝　　 1，92 8　　 33　　 21　　 6　　 2 ．4　　 〝 30　　 〝　　 上 ノE　　 26　　 2 5　 11　 4．0　　 〝

15　　 〝　　 1，02 7　　 25　　 2 0　　 4　　 2 ．1　　 〝

16　　 〝　　 1，395　　 2 7　 18　 11 1 4．7　　 〝

31．　 〝　　 上 ノF　　 20　 13　　 6　　 2．0　　 －〝

表18　石頒一覧表

恥 最　 汽　 慧 幅甜 警 警 石 質　 備 考 恥 忌 孟　 遥㍍ ‖ 慧 幅壷 莞 「 警　 石 質　 備 考

1　 床　 1，728　 1．9　 ‾1．9 ・ 1．5　 0．3　 黒曜石 5　 フク土　 な し　　 2．0　 1．4　 0．7　 0．4　 黒曜石　 欠けている

2　 フク土　　 631　 2．7　 1．7　 1．2　 0．3　　 〝 6　　 床　　 1，655　 1．0　　 0．8　 0．2　 0．2　　 〝

3　　 〝　　　 864　 1．9　 1．1　 0．5　　 0．3　　 〝 7　 フク土　 1，6 32　 2．0　　 0 ．9　 0．5　 0．3　　 〝

4　　 床　 1，9 45　 1．5　 1．3　 0．4　 0．25　 〝 8　　 床　　 1，698　 1．5　 1．3　 0．45　 0 ．3　　 〝
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表19　石錐一覧表

N凋 圭 遺物Nn 全体形 笠部毘 長さ 馳 欝 霊 箆部霊 重さ 甥 憲　 石質

1　 床　 1，827　 縦形　 棒状　 3．1 1．0　 1．2　 0．5　 2．1 磨耗あり 黒曜石

2　フク土　　　　 板形　 棒状　 2．4 1．4　 0．3　　 0．3　 1．7 擦痕あり　 〝

表20　 使 用痕 の ある剥片、 石核

Nn 出土地串 遺 物N o ・ 聖 帥 聖 重 さ 分 類 石 質 その他

白

Nn 出土地点 遺物番 号 怒 伽 慧 警 分 類 石 質 その他

1　 床　　 1，8 19　 28　 19　 4 1．7 剥　 片 黒曜石 6　 フ ク土　　 907　 49　 23　 19　 21．1 石 核 黒曜石

2　 フク土　　 568　　 20　 14　　 7 ．2．2　　 〝　　　 〝 7　　 床　　 1，324　　 33　 30　 16 13．0 ・　 〝　　　 〝

3　　　 〝　　　　 40 5　 16　 15　　 5　 1．1　 〝　　　 〝 8　 フク土　 1，756　　 30　 22　 24 14．1　 〝　　　 〝

4　　 〝　　　 G　　　 23 ．15　　 5　 1．3　　 〝　　　 〝 9　　 床　　 1，9 15　　 24　 ＿24　 14 11．6　　 〝　　　 〝

5　　　 〝　　　　 H　　 lO　 14　　 4　 1．1　 〝　　　 〝 10　 フ ク土　 1，885　 17　 14　 13　 3．7　　 〝　　　 〝

払 出土 地点 遺物 ・Nn 怒 蜘 聖 警 使 用痕 石 質 その他 Nn 出土地点　 遺帥 聖 帥 聖 鷲 分 類 石 盤 その他

1　 床　　 1，774　 29．4 22．6　 5．9　 3．4　 平　 粘 板岩 4　 フク土　　　　　 22 ．3 17 ．5 7．0　 6．0　 平　 花崗岩

2　　 〝　　 1，959　 33．2 15．4 12．6　 9．2　 〝　 花崗岩 5　　　 〝　　　　　　　 20 ．1 19 ．5　5．5　 4．5　 不 明　　 〝

3　 フ ク土　　　　　　 24．5 19．5　 °5．2　 5．45 不明　　 〝 6　　 〝　　　　　 14 ．5 13 ．2 4．7 1．15　本明　 砂　 岩

表22　礫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用痕　先，横，平　分類　A一円形，B一惰円形，C一不整形

N凋羞遺N㌘怒馳厚さ警使用痕石質分類その他cmN凋孟遺N㌘聖鮎聖警使用痕石質分類其の他
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恥塩孟遺N㌘聖馳竪警使用痕石質分類其の他N凋圭遺譜聖鮎竪警使用痕石質分類其の他
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300　〝　A－44　4．1

301　〝　A－45　4．0

302　〝　A－46　2．9

303　〝　A－47　2．8

304　〝　A－48　3．6

305　〝　A－49　4．6

306　〝　A－50　3．9

307　〝　A－514．8

308　〝　A－52　4．7

309　〝　A－53　7．5

310　〝　A－54　7．5

311炉　址A－55　5．2
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〃
　
〃
　
〃

花
　
粘
緑
花
片
花

し

　

　

　

　

し

な

〝

〝

〝

〝

先

な

5
　
0
　
0
　
5
　
3
　
0
　
5

1
　
1
　
　
　
　
　
　
3
　
1

8
　
7
　
9
　
9
　
5
　
0
　
1

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
1
　
1

4
　
9
　
8
　
6
　
2
　
4
　
5

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
3
　
2

先
様
先
横平

1．0　　20

2．0　120

2．0　　60

3．4　320

5．3　440　先

瀾
爛

510　先

平

舶
用
鯛
∵
脚
先
先
構

910
0
　
0
　
0
　
0
　
0

0
　
4
　
1
　
0
　
0

6
　
7
　
3
　
7
　
3

2

1，080

1，000

310

530

800

3
　
8

3
　
5

2

　

0

　

8

　

3

　

9

　

4

　

2

　

0

　

5

　

5

5

　

5

　

3

　

5

6

　

5

　

6

3

　

説

　

5

6

4

4

0

9

8

9

．

1

4

5

6

2

9

3

2

5

5

3

5

3

4

5

7

8

8

6

4

8

3

9

9

6

7

9

1

369　フク土A－113　2．0

370　　〝　A－114　3．2

371　〝　A－115　2．1

372　　〝　A－116　2．4

373　　〝　A－1171．8

374　　〝　A－118　4．5

375　　〝　A－119　3．4

376　〝　A－120欠番
377炉　址A－1213．9
378　　〝　A－122　7．2

379　フク土A－123　5．7

380　床　A－12413．6

381　〝　1，937　8．5

382フク土1，70715．0

383　〝　1，63611．2

384　〝　　　44412．6

385　〝　1，58716．2

386　〝　1，39914．2

387　床　1，82211．6
388　〝　1，76117．6

389　〝　1，87314．2

390　〝　1β4312．9

391フク土1，6919．7

392　床　1，769　8．0
393フク土1，42512．2
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N凋孟遺譜怒馳警警使用痕石質分類其の他恥立志豊怒翫警警使用痕石質分類其の他
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A
A
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A
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A
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A
B
B
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B
A
A
A
B
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〝
〝
〝
〝
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〝
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〝
〝
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〝
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

硬机
構
〝
先
〝
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机
横
机
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〝
机
横
先
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机
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構
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机
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摘
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0
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0
4
0
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0
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0
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7
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，
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構　硬砂岩　A
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〝　　B

〝　　A

〝　　B

〝　　B

A

A

A

A焼けている

B

B

A

B

A

B

B少し焼け
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A
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5
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豊
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1
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7
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N凋圭道悪怒軌誹慧警使用痕出土遺物長さ幅珊草苧重苧使用痕　石質分類其の他＿LlL　　　ト・・石質分類　其の他Nn塩孟遺N㌘聖蜘聖警使用痕
硬砂岩　A

〝　　A

粘板岩　A

砂　岩　B

硬砂岩　A焼けている

〝　　A少し　〝

固泥岩　B焼けている
硬砂岩　A

〝　　A焼けている
〝　　A

〝　　A焼けている

〝　　A　　〝

花崗岩　B
粘板岩　B
硬砂岩　A焼けている

〝　　B　　〝

粘板岩　B
硬砂岩　A

慧慧3鞘冨リ〝

〝　　B　　　〝

粘板岩　B　　〝
砂　岩　B

〝　　A焼けている

〝　　B

花崗岩　B焼けている
〝　　B　　　〝

石　英　A少し　〝

砂　岩　A

硬砂岩A
〝　　B焼けている

〝　　A

〝　　A焼けている

〝　　A　　　〝

少し焼け

B　　　〝

B
英
岩

石
砂

〝　　B

硬砂岩　B
砂　岩A
粘板岩A

〝　　A

硬砂岩A焼けている
粘板岩　B

〝　　B

硬砂岩A葺帯
〝　　A

少し焼け

少し焼け
ている

B

B

B

B

岩
岩

〃
　
　
砂
〃

砂
硬

〝　　A

粘板岩　A
硬砂岩　A
花崗岩　B
石灰岩　B焼けている

砂　岩　A　　〝

粘板岩　B

硬砂岩　A

花崗岩　B

石灰岩　B

粘板岩　B

砂岩芸壬端
〝

〝

粘板岩　B

少し焼け

少し焼け

票灰芸鐙滞り
粘板岩　A
緑泥岩　A

〝　A　少し焼け

机
〝
〝
〝
横
机
〝
横
出
様
㌢
机
〝
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横
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床
〝

〝
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163　　〝　1，341
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〃
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〝

〝

〝
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〝
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恥 塩 差 遣N㌘ 聖 鮎 聖 重き 使用痕 右 質 分類 其の他 N凋 圭 道悪 怒 蜘 警 警 使用痕 石 質 分類 其の他

361 床 1，93 1 13・1 3・6 1・2 牒 先 緋 岩 芸‘讐漕 け

362 フク土　 83　 5．7　3．3 1．0　 30　先 横 ． 〝

366 フク上 り 97　8．9　 3．7 1・5　 55　な し　 粘板岩 A

367　 〝　 1，340　5．5　 0．9　 0．6　5以下　 先　　 〝　 A

363　 〝　 1，477　 ＆0　3．2　 0．5　 10　 〝　　 ‾〝　　 B 368　 〝　 A －20 2　7．9　 5．7　 2．2 140　 横　 硬砂岩　 B

364　 床　 1，949　 5．9　4．7　 0．7　 30　 〝　　　 〝　 B 369　 〝　 A －20 3　5．6　 4．9 1．3　 50　横 先　　 〝　 B 焼けている

365 フク土　 635　 6．1 1．9 1．0　 15　な　 し　　 〝　 A 焼けている 370　 〝　 A －204 109　 3．6 1．4　 70　 先　 粘板岩　A

第1号住居牡の出土遺物を観察していえることは，各地の縄文時代中期後葉の住居址から出土した

遺物と少し違うといえる。

土器をみると，日常使われる多くの土器に，その時期特有の紋様が付けられていることは周知のこ

とである。本址より出土した3点の無文土器は，中期後葉とはいえ数少ないものである。そのうちの

1点は，外壁を水どLによる精製粘土で化粧塗をし，整形はへラで丁寧に仕上げられておりその部分

をみると，黄褐色に焼成されている後の弥生期以降の土器の肌をおもわせる。このような土器の無文

化現象は，次の時代への展開であり，農耕文化が考えられる世界的現象である，この無文土器のもつ

意義はおおきい。

遺存した石器の量も多く，剥片も500余点あるが剥片で接着するものはなく（ある程度やってみ

た），本址での石器製作が考えられる。1特に横刃形石器の量は他の石器に比べて非常に多く，その種類

も多くそれぞれの機能を具備しており，材料に硬砂岩が多く使われている，大半の石器が自然面を片

側に残していることは伊那谷地方の弥生時代の石器との共通点にみられる形態のものである。両サイ

ドに挟りを入れた小型のものは，弥生時代にも同じ石器があり石包丁であろう。石器説明のなかで手

鍬とした石器も，手に持ってみるとよく手に馴染む，下伊那郡豊丘村の林里遺跡（弥生前期）出土の

石器の中にこれと同じ型のものが1点あるが重量が5609あり，頭部が厚く重く作られており刃部が

するどい石器で報文では工具であろうとしている。本址出土のものは約3分の1弱で1759と軽く手

鍬か石包丁と思われる。

本址の東に位置する第2号住居址出土の31cmを測る大型石器，遺跡の東端に検出された溝状遺構よ

り出土した44cmの特大石器，両方共刃部周辺がすれて角が丸くなっており土ずれがみられる，この大

型石器は，大きな柄をつけて鋤として使われたものであろう。

土器の無文化，石器の機能よりみて原始農耕の色彩を強く感じさせる遺物である。　　（木下）
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篭－　7号土拡断面図

E型些空

1 耕土（黒土）

1の 1 固い黒土

1 の 2　　 土へ焼土混入

1 の3 黒土へ木炭混入

1 の4 やや黒色土

1 の5 黒土へ ローム混入

2 黒褐色土

2 の 1 2に木炭混入

2 の2 2 より濃い黒褐色土

2 の3 2 の2 へ焼土混入

3 褐色土へローム混入

4 褐色土へ黒土混入

5 枯土質の黒褐色土

6 地　　 場
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第2号住居址

遺　構（第19図）

本址は，L－49・50，M－49・50グリット内に検出された。8号住居址に西寄りですっぽり複合し

ていた，調査区の中央を南北に通る幅2m′の農道がこの上にある為，プランの確認に困難であったが

幸にして村の関係者のど厚意により，道路を除去していただき完掘する事が出来た。

平面プランは，南壁及び東壁が8号住居址の覆土内にあり撹乱され不確実であったが，柱穴及び周

溝の位置から推測して4．8m前後の隅丸方形を呈するものと思われる。主軸方位は，N－230－Wを

示す，壁高は35～10cmで東壁が低く，壁は全体にはぼ垂直に立上っている。周溝はほとんど全周して

おり，幅は，25～8cm，深さ，10～22cmを測る。床面は，炉の周辺が最も良好であったが，その他は

大小の凹凸が目立って軟弱気味でやゝ南に傾斜し，埋嚢の周辺が最も低くなっており，附近には，直
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径5cm前後で深さ10cm程の棒を突きさした様な不明の穴が20個程不規則に散在した。炉の北側及び東

側壁中央附近には約8cm前後の貼床されたタタキが確認された，前者は8号住居址の柱穴の上に当り，

後者は，8号住居址の炉の埋立の跡を示したものである。主柱穴は，4個正方形に配列し，Pl～P4

である。Plは，50×48－57．5cm，P2は，60×53－43cm，P3は，60×52－51cm，P4は，53×48－

44．5cmの規模で，不整形の四角っぽい形で，比較的垂直にローム層に掘り込み底は平らで固くなっ

ていた。P5は，32×32－24cmでP2とP3の中間にあって補助的な柱穴と思われる。P6は，32×36－

5cm，P7は，32×38－5cmで共に浅い凹み状で固く，聾等を据え置く為のものの様で柱穴とは思われない。

炉は，竪穴式石囲い炉で住居址の中央や，北寄りに位置し，113×97－46cmの規模で，炉石は北側

のみに残存し，80×16cm高さ45cmの三角状の花崗岩が据えられ，赤く焼け表面はぼろぼろの状態であ

り，他は抜き取られ，10cm前後の礫が中段に4ケ程残っていた。炉内には，木炭まじりの黒土が充満

し，焼土は底部に僅か検出された。埋賓は南側中央の周溝の際に正位埋設され，口縁部及び底部が

欠けて出土，蓋石は，床面より南側が約10cm程浮き上って傾斜し，真申で二つに折れていた，不整形

の丸形の平らな花崗岩の自然石で，32×32cm厚さ5．5cm，重さ2．8毎を測る。（小木曽）

遺物

土器（第20，21図）

本址の遺物の出土状態は，覆土を床面上10cmの所で二分し，上部及び下部とした場合，上部に9割

までが出土し，下部になるにつれ僅少で，平面で見ると，南側半分に遺物が集中する傾向を示した。

出土した土器片は総数1，494点，内底部片43点であった。第20図の1は，土偶の足部，2は，土偶の

顔面で粗雑な造りでよく観察しないと土偶と判別し難い。3は，

た埋賓で，粘土紐を二線縦に平行

に貼りつけ6分割し，地文に箆描

沈線文を配す，上部には耳状に似

た小突起を施し，頚部の隆帯の上

下に刺突文を配す。第21号の拓影

1．3．4．5．6．7．8．10．11．16．19．22は，

口縁部で1．4．7．10は，波状口縁で

ある。口縁が無文或は有文，楕円

区画帯に沈線文或は刺突文，渦巻

隆線文，斜縄文等で構成されている。22は，

無文，2．9．13．20は，箆描沈線文，隆帯に刺

突文，渦巻隆線文，綾杉文などを施す。12．

14．15．17．18は，斜縄文を主体に箆描沈線文

渦巻沈線文，綾杉文などで構成されている。21は，無文の土板，

23は，高台付小形の壷の底部で箆描沈線文を施す。24．25は，無文

の底部である。

本址は，8号住居址との複合に加えて撹括もあり，両住居址の

－34－

無文の小形深鉢，4は，口縁が欠け

⑳　2

第20図　第2号住居址土器実測図
（1，2　1：1．5

3，4　1：6）
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第21図　第2号住居址出土土器拓影図（1：3）
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遺物の入り乱れがあるので，時期決定は埋賓に代表される曽利Ⅱ式終りからⅢ式に比定されよう。

石器（第22図）

本址から出土した石器は，石棒1，（長さ32cm花崗岩）大形打製石斧1，打製石斧34，槙刃形石器51，石

鍍2，石錘2，スクレイパー16，乳棒状石斧6，石皿1，スリ石2，礫器9，敲打器12，黒曜石の剥片71，

計209点，その他のもの155点を加えると363点に及ぶ。第22図の1～4は，打製石斧で形態分類表（第17

図）により1は，I－A，2は，Ⅱ－A，3は，ⅢqA，4は，Ⅳ－Aである。5～7は，横刃形石器で，

形態分類表（第18図）で，5は，I－A，6は，Ⅱ－A，7は，Ⅱ－Dに属する。8は，石匙，9は，石

鍵，10は，石錬，11は，スクレイパー，12は，凹石，13は，大形打製石斧長さ32cm，14は，敲打器。

第23図　第8号住居址実測図
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第8号住居址

遺　構（第23図）

本址は，2号住居址と同様L－49・50，M－49・50グリット内に検出された。2号住居址が本址内

に構築された為に，残存する覆土も撹乱され，或は埋土されていた。

平面プランは，東西7．27n，南北7．0mの規模をもつほぼ隅丸方形を呈す。主柱穴は，PIP2P3P4

で正方形に配列し，Plは，140×120－56C7n，P2は，108×100－53cm，P3は，90×85－55cm，

P4は，84×100－48C7n，を計測する。何れも大形の柱穴で不整形，特にPl，P4には，多量の土器

片が埋められていたが，恐らく2号住居址構築の際8号住居址のものを片付けるべく埋られたものと

考えられる。Plの周辺にもタタキ状の埋土の中に多くの土器片が検出された。P5は，20×20－25，

P6は，28×28－20で補助的柱穴と思われる。主軸方位

は，E－17。－Nを示す。壁高は35～10cmを測りほぼ垂

直に立上っているが，出入口と思われる南西のコーナー

附近が僅かなだらかな傾斜になっている。周溝は，南西

コーナー及び北壁の東北寄りコーナー附近が一部切れて

いる外は殆ど全周しており，幅は25～8cm，深さ35～10

cmを測る。床面は，平担で，良好なタタキになっていた

が，2号住居址の方が平均低く，比高差は10～15cm前後

である。炉は，住居址の中央や，東寄りに位置し，150

×120－56．5　C刊の大形の規模をもつ竪穴式石囲い炉と

思われるが炉石は抜き取られてなく，炉石の跡と思われ

る中段が残存した。覆土は黒土で，底には多量の焼土が

検出された。（小木曽）

遺　物

土器（第24，25図）

本址から出土した遺物は，深賓1，浅鉢1，器台1，

ミニチュア土器1，土偶1，その他，土器片212点，内

底部6点で，2号住居址との複合の為，遺物は僅少であ

り，又撹乱によって2号住居址からの飛び込み，本址か

らの飛び出しも必ずあることを考慮しなければならない。
∈≡三言ア

第24図の1は，深聾で，破片が大部分Pl　に埋められて

いたもので斜縄文を地文として渦巻状の文様を心にH状

沈線区画帯を施し，中に蛇行懸垂文を配す。2は，同じ

くPlより出土，頚部に二本の沈線と胴部に唐草文，3は

同じくPl出土の器台，4は，ミニチュア土器に類する碗と思われる。

粗製で無文，5は，東側周溝より出土した下半身の粗製の土偶で，

摩耗している。本文で述べてきた様にPl及びその周辺に遺物が集

p】　い　3

申して検出された事は本址の時代決定の上で重要な役割をもつもの第24図第8号住居址土器実測図（1：6）
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＿一十㍉

⊂⊃　フク土　5 C二二二二⊃　フ牡

第26図第8号住居地石器実測図（1～61：3
7～9　1：1．5）

で上記の1及び2の遺物の関係から，唐草文系Ⅱ式，曽利Ⅱ式期に平行されよう。第25号の1は，口

縁に交互刺突文，隆線区画と刺突文を施す。2は，波状口縁に沈線，楕円区画，渦巻状区画文のに沈

線を施す。3は，波状口縁で渦巻文に沈線，4は，隆起文に刺突文，5．7．8は，箆措沈線区画帯に沈

線又は刺突文を配す。6は，隆帯に刺突紋を両側に施し綾杉文を配す，9．10は，縄文を地文とし，沈

線を施すが9は沈線が浅く加曽利E系の要素をもち，10は，沈線が深い渦巻文で口縁には三本の沈線

が入り縄文中期のものとしては古い要素をもつものと思われる。13．14．15は，縄文，11．18は，櫛

状施文具による沈線文，12は，無文，17．19．20は，沈線文に綾杉文を配す。21．22は，底部で，網

代底及び木の葉底である。23は，土板で縄文が施されている。

石器（第26図）

本址の石器の出土は僅少で，石鍍1，石錘1，スクレイパー1，黒曜石の剥片3，打製石斧4，横

刃形石器10，その多の剥片11，敲打器1，礫器等38点，計71点で，第26図の1～3は，横刃形石器，

形態分類（第18図）によると，1は，I－A，2は，Ⅱ－A，3は，Ⅲ－Aに属する。4は，石錘，

5．6は，打製石斧で形態分類（第17図）によると，5は，I－C，6は，Ⅱ－Aに属する。7は，石嫉，

8は，ピエスエスキーユ，9は，スクレイパー。
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凡　　例

1 黒褐色土

2 褐　色　土

3 ロ　ー　ム

3号住居址（第27図）

遺構　本住居址は台地東縁の中央に位置するグリットL45内に検出された円形竪穴住居址でローム

層に掘込んである。其の規模は東西4．80cm南北4．60cmを測る，軸方向はE－100Sである。壁は垂

直に近く，東が高く僅かであるが西が低い。周溝は北の一部を除き全周している巾20cm深さ平均して

10cmである。床面は平でよくたたいて固く仕上てある。柱穴は壁の近くに等間隔に4個所検出された，

Plは円形で径30cm深さ40cmP2は楕円形で径35C7nX28cm深さ62cm，P3円形で径30cm深さ40cm，P4は

円形径30cm深さ55cmである。炉址は中央より奥の東寄りに検出された方形の石囲い炉であるが縁石は

抜きとられて中央が床面より20cm程凹んでいる。炉址の附近は焼土で赤く変色して固い。北の隅に食

料の貯蔵穴と恩はれる円形の大穴があり其の径は100cm深さ98cmのもので縁部に自然石が1個台石

の如く据えてある。東寄壁外に不整形の浅い穴，．100cmX60C7n深さ25cm，70C7nX40C7n深さ19cm2個所

－41－



表25　第3住石器分類表
表24　第3号住

土器分類表

出土
数

口　　 縁　　 部 72

胴　　　　　 部 644

底　　　　　 部 25

台付土器（脚のみ 5

吊　　　　　 手 1

土 器 片　円 版 7

本　　　　 穴 31

計 785

検出された。（根津）

遺物　土器は破

片ではあるが量的

にはかなり多く覆

土と床面の出土，

総数は791点の内

貯蔵穴内より31片，

土拡内より6片で，

主として深鉢であ

器　 種

石　 質

石 l

鍍

石

匙

石

錐

ス

ク

レ

イ

ノヾ
l

ピ
エ
ス
●
エ
享

l
ユ

打

製

石

斧

横

刃

型

石

器

小

形

打

製

石

斧

磨

製

石

斧

乳

棒

状

石

斧

凹

石

●

磨

石

石

皿

礫

器

剥

片

石

感

そ

の

他

計

黒　 曜　 石 2 ． 2 10 2 79 95

チ ャ　ー ト

粘　 板　 岩 ‘2 7 4 1 14

砂　　 岩 2 10 12

硬　 砂　 岩 10 22 30 23 85

緑 色 変 岩 2 2 4 26 34

花　 崗　 岩 6 2 8

緑　 泥　 岩 1 15 16

片　 麻　 岩

其　 の　 他 1 1 6 8

計 2 1 2 10 2 13 27 6 85 44 1 79 2 72

表26　打製石斧形態別個体数　　　　　　　　表27　横刃形石器形態別個体数

A B C 計

I 1 1 2 4

Ⅱ 2 2

Ⅲ 1 2 3

Ⅳ 2 2 4

計 2 7 4 13

A B C D E 計

I 7 2 9

Ⅱ
l

5 4 2 11

Ⅲ 3 14 7

Ⅳ

計 15 10 2 27

るが細部に分類すれば，口縁部72片．胴部644片，底部25片，台付土器（脚のみ）5片，吊手1片，

円版（小形のもの）7片である。

土器の文様は破片のために全体的には不明であるが部分的に知る事が出来る，口縁より頚部に至り無

文で其の下に2，3列竹管状の器具により帯状に刺突文を連続に施したものと，同じ様に口縁より頚

部に無文で太目の沈線と刺突文を交互に槙に3本程施したものあり，口縁部の下に斜行縄文を地裸に

施してそれを削りとる様に太い沈線で唐草文様を配したものあり，頚部より下に細目の斜行縄文をつ

けてそれを囲む様中日の沈線をば楕円と長方形の区画文を交互に拉べて他の部分は摺り消したものあ

り，胴部に斜行縄文を施して縦に結節文をつけて太い沈線により楕円形の区画文をかきなは太目の刺

突文を施したものあり，胴部に中日の沈線文を縦に2本等間隔に画き其の中を山形状の綾杉文を施し

たものあり，地はだに細目の斜行縄文をつけ太目の沈線と太い刺突文で縦に長方形と楕円の区画文を

つけてあるものがあり。これらの土器片は曽利のⅡ，Ⅲの要素が強い。

石器は床面，覆土より出土したもので使用痕ある剥片も含む，272点である，打石斧は13点で，A，

B，C，の3形態に分類した。石質は硬砂岩10，緑泥岩2，其の他1である。槙刃形石器は27点でこ
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表28　黒曜石分類表

N n 出 土 地 点 遺 物 恥 長 さ C隈 幅　 c m 厚 さ cm 重 さ タ 使 用 痕 分　　　　　　 類

1 3 住 フ ク 土 32 2 ．0 1 ．2 0 ．3 5 あ　 り 石　　　　　　 錬

2 〝 － 2 ．2 1 ．0　 ° 1．2 6
・　〝 〝

3 〝 － 5 ．3 2 ．6 1．0 1 0 〝 ス　 ク　 レ　 イ　 パ　 ー

4 〝 －
4 ．5 1 ．9 0 ．5 ． 7 〝 〝

5 〝 －
3 ．4 2 ．1 0 ．4 6 〝 〝

6 〝 －
2 ．5 2．0 0 ．5 7 〝 〝

7 〝 －
2 ．2 1 ．5 0 ．2 5 〝 〝

8 〝 － 3 ．3 1．7 0 ．4 9 〝 〝

9 〝 － 2 ．5 2 ．1 0 ．4 5 〝 〝

10 〝 －
2 ．1 2．0 0 ．5 6 〝 〝

1 1 〝 4 5 2 2 ．0 1．3 0 ．4 5 〝 〝

12 〝 －
2 ．1 1．4 0 ．5 6 〝 〝

1 3 〝 －
2 ．8 1．6 0 ．7 5 〝 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ

1 4 〝 － 2 ．9 2．2 0 ．4 6 〝 〝

れもA，B，C，Dの4形態に分類を行なった。石質は砂岩2，硬砂岩22，緑泥岩2，其の他1であ

る。乳棒，状石器6点，石質は粘板岩2，緑泥岩4である。礫器は85点，石質は粘板岩7，砂岩10，

硬砂岩30，緑泥片岩26，花崗岩6，其の他6である。剥行（使用痕あるもののみ）44，粘板岩4，硬砂

岩23，花崗岩2，緑泥岩2，其の他6である，其の他の剥片（黒曜石）使用痕のないもの79である。

凡　例

1 黒褐色土

2 褐 色 土

3 ロ　ー　ム

害
．
害
的
U

1‾‾（し「－‾「‾‾‾－‾‾‾「「「子M

第30図　第4号住居址実測図
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第4号住居址（第30図）

本住居址は遺跡の東縁の北側に発見されたもので，南には竪穴群と3号住居地が転在している。プ

ランは，隅丸方形で南北約440cm東西520cmを測りローム層へ掘込んだ竪穴の住居址である。北側

の一部は盛土のために，発掘は行なわれなかった。軸方向はN－20Wである。壁は垂直に近く良好で

ある。壁高は南23cm，北側で35cmである。周溝は壁の直下に幅10cm深さ10cmで全周している。周構内

に平均径10cm深さ30q花前後の小穴が80cm～120cmの間隔をおいて13箇所検出された。床面は小さい凹

凸はあるがよく叩いて固く仕上てある。柱穴は4箇所あるも西と南は大きいPlは径30cm深さ21cmP2

は径40cm深さ10cmP。径100cm深さ40C7nP。径90cm深さ43cmを測る。炉は石囲炉であったが縁石は抜き

取られて40cm大のものが2個炉底に残存している，大きさは東西150cm南北140cm深さ31cmで中心

が摺鉢状になっている。

西の隅の壁外に長さ120C融昌60cm深さ20cm椅円形の貯蔵穴と恩はれる穴が検出され内部には少量の

炭化物と頭大の礫が1個出土した。東北の隅近くにピット2箇所，西北にピット2箇所いずれも壁外

に検出されるも用途は不明である。

遺物　土器，覆土と床面を合せれば量的にはかなり多い，実測土器は深鉢が3個で，其の1は4箇

所の把手を有する開いた波状口縁で頸部は胴部より僅かにくびれているが据へるとかなり安定感のあ

るもので，器高24cm，口縁の幅22cm胴幅11cmで口縁を上より見ると隅丸方形である。文様は把手には

縦に5本の沈線を口縁まで画き，口縁より・頸部まで横に渦巻文を連続して8個画き，頸部より下は細

目の沈線を以って斜行に走らせ其の上を中日の沈線で2段に楕円形に区画してある。底部には木葉文

様がある。其の2，口縁が僅かに開いた円筒形土器で薄手のものである。器高19cm，口縁の幅は12cm，

胴幅9cmである。文様は口縁より頚部にかけて沈線による横楕円を連続して帯状に9個等間隔に施し

ている。其の3は口縁故に頚部の欠けたものである。器高は推測するに27，8，甜有するもので胴幅

は17cmで薄手である。文様は地裸に細かい斜行縄文をつけ其の上に太目の浅い沈線を縦に2本づっ底

表29　第4号住土器分類表

（単位：個）

出 土
数

深 ’．鉢 完 形 品 3

器　　　　　 台 1

［1　 線　　 部 2 0 1

胴　　　　　 部 1 7 6 2

底　　　　　 部 6 3

把　　　　　 手 1 0

土 偶 （胴 部 の み ） 1

土 器 片　 円 版 2

計 2β4 3

部に至るまで画き其の中心、部に細かい結節縄文を縦に施してある。

完形品の他に多くは深鉢の土器と恩はれる。口縁部201個，胴部1762個，

底部63個，把手10個，土版2個，胴部のみであるが土隅が出土した。この土

隅は胸部より尻の下，脚の付根までの長さは7cmで，出尻の先まで5cmあり

胴部の厚みは2cmである。背から胴の側面から尻にかけて細い深い沈線2本

が力強く画いてある。尻の割目を背中まで太目に誇張して画いてある，前面

腹部はへそを同じ沈線で写実的に画いてある。土器片の代表的文様は，口縁

部が内湾し僅か上部が無文で其の下に太い押引文を帯状に施して大きめの沈

線により渦巻きを画き其の中を縦横に沈線を連らせたものあり，口縁部より

太目の沈線を2本帯状に函き，同じ沈線をもって楕円を横に区画して其の中

へ蛇行沈線と綾杉文を施したものあり，地裸に斜行縄文を画き太い沈線で長

方形に区画しそれを槙に連続したものあり。地裸は綾杉文を縦に速らせ其の

上を大い沈線により唐草文を横に，蛇行文を縦に胴部の下まで画いたもの，

口縁部は僅か無文で太い沈線で中心にS形を画き両脇は楕円形に区画した中
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表－30　第4号住　石器分類表

石

鍍

石

匙

ス
ク

レ
イ
ノヾ
I

石

核

ピ
エ
ス
●エ
享

l
ユ

打

製

石

斧

横

刃

形

石

器

乳

棒

状

石

斧

凹

石

●
磨

石

石

皿

礫

器

剥

片

フ

レ

l

ク

そ

の

他

計

黒　　　 曜　　　 石 1 1 15 3 4 5 7 8 1

粘　　　 板　　　 岩 7 3 5 18 33

砂　　　　　　　 岩 3 1 4

118硬　　　 砂　　　 岩 l 21
32 3 16 46

花　　　 崗　　　 岩 ！
9 6 15

片　　 麻　　 岩． l ■ l l
1 1

緑　　　 泥　　　 岩

そ・　 ‾の　　　 他

6 6 1 2 15 18 48

34 34

計 1 1　 15 3 4 34 4 1 1 3 2 49 123 57 0 334

表－31第4号住　打製石斧形態別個体数表　　　　　　　　裏－32　横刃型石器形態別個体数

　＼ A B C 計
I 0 3 2 5

Ⅱ 2 0 0 2

Ⅲ 4 9 3 16

Ⅳ 2 8 1 11

計 8 20 6 34

，A B C p E 計

．I 3 9 1 0 0 13

Ⅱ 4 9 0 2 0 15

Ⅲ 4 17 1 0 0 12

Ⅳ 1 0 0 0 0 1

計 12 25 2 2 0 41

へ斜めに沈線をつけたもの，地裸に斜行縄文を施して太沈線を帯状に何本を走らせて楕円と長方形に

区画したものがある。多くは沈線文が主体で地文として縄文，綾杉文が多い，時期は曽利のⅡ，Ⅲの

要素が強い。（根津）

石器　石器は総数334個出土し，其の内床面より出たもの121個，一部は炉の附近古．こ集中していた

打制石斧，34個，石質は硬砂岩，粘板岩，緑泥岩等である。槙刃形石器は47個，石質は硬砂岩，粘板

岩，緑泥岩等，乳棒状石器1個，緑泥岩，凹石3個，硬砂岩，敲打器2個，緑泥岩，礫器は自然石の一

部に使用痕あるもののみ107個，硬砂岩，粘板岩，緑泥岩，其の他黒曜石制品は，石鍍1個，石

匙1個，スクレイパー15個，石核3個，フレーク57個，ピエスエスキーユ4個，打石斧はA，B，C，

IⅡⅢⅣ等に分類し横刃形石器も，A，B，C，D，IⅡⅢに分類を行った。
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表33　黒曜石分類表

N n 出 土 地 点 遺 物 血 長 さ （加 幅　 c m 厚 さ c m 重 さ　 p 使 用 痕 分　　　　 類

1 4 住 フ ク 土 5 3 8 2 ．2 1 ．6 1　 0 ．4 1 ．5 あ　 り 石　　　　　　　 錬

2 5 4 8 ． 2 ．2 1 ．6 0 ，5 1 ．5 石　　　　　　　 匙

3 4 7 5 ．0 2 ．7 0 ．7 7 ．3 ス　 ク　 レ　 イ　 パ　 ー

4
－ 4 ．0 2 ．8 0 ．6 9 ．0

5 2 7 5 5 ．3 1 ，5 0 ．5 3 ．5

6 2 3 7 r 3 ．8 2 ．8 0 ．5 3 ．5

7 3 6 0 3 ．9 1 ．6 0 ．5 2 ．6

8
－ 2 ．9 1 ．9 0 ．4 2 ．1

9 5 3 8 2 ．7 2 ．2 1 ．0 6 ，0 〃

1 0 3 ．0 1 ．7 0 ．7 2 ．7

1 1
－

1　 3 ．9 2 ．6 0 ．6 6 ．6

1 2
－ 2 ．8 1 ．5 0 ．7 3 ．8

1 3 － 2 ．3 2 ．1 0 ．6 2 ．2

1 4
－

1 ．8 1 ．2 0 ．4 1．2 〃

1 5 〃 － 2 ．3 1 ．6 0 ．6 2 ．5 〃

1 6 － 3 ．0 1 ．2 0 ．3 1．2

1 7
－ 2 ．3 1 ．8 0 ．3 1．3

1 8 ノ′ 2 ．8 2 ，2 0 ．9 6 ．8 ピ ェ ス ．エ ス キ ー ユ

1 9
－

2 ．7 1 ．6 0 ．6 2 ．8

2 0
－ 2 ．4 2 ．4 0 ．7 2 ．7

2 1 － 1 ．2 1 ．3 1　 0 ．3 0 ．5

第31図　第4号住居址土器実測図l（1～41：4
5　1：3

6　1：2）
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第32図　第4号住居址土器拓影（1：3）

一49一



⊂＝＝⊃ ⊂⇒
第33図　第4号住居地石器実測図（1：3）
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第34図　第4号住居址石器実測図（0～111：3
12～17　1：1．5）

第5号住居址

遺構（第35図）

本址は，K－50・51，L－50・51グリット内に検出された。道路が東側に僅かかかっていたが，幸

にも之を除去でき完掘する事ができた。道路上から遺構までは約60C恥　床面までは1．1mを測る。平

面プランは，長径3．9m′，短径3．4mを測る楕円形を呈す。主軸方位はW－120－Sを示す。壁高は45

～32．5cmを測り，ほぼ垂直に立上っている。主柱穴は，PIP2P3P4で，Plは44×40－37．5cm，

P2は，42×26－25cm，P3は，32×30－36．5cm，P4は，38×34－44cmを計測する。P5は，85×80－

18cmで底はほぼ平らで固いタタキになっている。ピット内の二個の石は同一個体で，又その外側にあ

る四角の石は炉の中の四角の石と接合し，炉石に使用したものと思われる。P6は，18×16－12．5cm，

P7は，42×30－21cm，P8は，20×10－16．5cm，P9は，30×28－25．5cm，PlOは，16×15－20cmで

何れも住居に関係ある柱穴と思われる。P7には卵大からこぶし大位の礫が7個敷いてあった。床面は，

良好なタタきになっていて固く，東側がやゝ低い傾斜になっていた。周溝は，幅25～6cm，深さ10cm

前後を測る。炉は，中央やや西寄りに位置し，規模は，98×90－31cmを測・る。炉石は大部分抜き取ら

れて3個程残存，その内の1個緑色岩が半分に折れて炉の真申に埋ってあった。炉の底には30片の土

器片が敷きつめられ，恥1と恥．17の土器片が表になっていた外は全部裏返しになって張ってあった。

（第39図）土器片はすべて大形の聾の廃品を使用したものと見え，真申中央に一番大きな破片24×20cm
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凡　　例

「丁l
2 黒 土 へ 褐 色 土 混 入

3 黒　　　 土

4 ロームへ黒褐色土混入

5 ロ　　－　　 ム

A　　558．3M

第35図　第5号住居地実測図

を用い，その他は10。m前後のもので6～7種類の土器の破片が使用されている。（小木曽）

遺物

土器　（第37図，第38図，第39図）

本址から出土した土器片の総数は，425点，内底部12，復元された土器6，図第37の1は深鉢形
I

土器で口縁部に無文帯，胴部は隆帯区画文に箆描沈線文を配す，2は，1と同様深鉢で，下部に沈線

と綾杉文を施す。3は，浅鉢形土器で縦に沈線を施す。焼成は良好である。4は，聾形土器の粗製品，

縦に平行沈線を施す。5は，蛮形把手付土器，波状口縁で把手は渦巻沈線に刺突文を加え下部は渦巻状

－52－



変形区画帯に斜縄文を配す，

焼成は不良である。6は，

口縁部把手，渦巻様の沈線

に刺突文を配す。7は，底

部で底は木の葉文，8．9．10

は，台付土器の底部で唐草

文，無文，沈線文になって

いる。11は，つり手土器の

つり手で楕円区画帯に刺突

文を施す。

図第38の1は，竹管文

を施す勝坂糸土器，2．11は

縄文を主体にし，14は，深

い沈線文様を施し，何れも

中期中葉に位置づけられる

もので飛び込みと考へられ

る。3は，楕円区画文に箆

三三　＿二　二二　三二　三二

第36図　第5号住居址炉実測図
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描沈線文で区画帯の間に組紐文様を施す，4．16は，隆線区画帯に沈線，5．15は，渦巻文に沈線，7．8

9．10．17．19は，縄文を地文に懸垂文又は蛇行懸垂文を施す。18は，口縁無文帯の下に組紐隆帯区画を

施し，刺突文，沈線を配す。20は，変形渦巻文に縄文を施す。21は，口縁から細長い楕円区画を施し

中に斜縄文，22，23は，沈線に綾杉文を地文とする。又その他覆土中には加曽利B式のすり消縄文な

ど若干の飛び込みも見られた。第39図は，炉の底に張った土器で，1は，19で口縁が無文帯，2は28

で隆帯区画文に沈線，14．15．18．28．30が同一個体，3は，無紋帯の波状口縁で渦巻文に沈線を施す，

直径45cm位の大嚢で12．20が接合，4は17で楕円区帯に刺突文，沈線文の下に縄文を地文として蛇行懸

垂文を配す，6．29が同一個体，5は7で斜縄文に蛇行懸垂文1．3．4．5．13．22が属する。6は24で斜縄文

平行及び蛇行懸垂文を組合す16が属する。7は25で，わらび文に綾杉文，8は，2．8．9．10．11．21．23．

27及び覆土中のもの二片口縁部が接合する無文の浅鉢，26は底部で無文，直径12cm。

本址は　小形住居址ながら，完形品の出土が多く，炉の底に張られた土器は，曽利Ⅱ式に平行する

豪華なもので，住居内から出土したものは多様で，曽利Ⅲ式に平行する要素も多分に含まれるによっ

て時期決定は，曽利Ⅱ～Ⅲ式に位置づけされよう。

石器　（第40図）

本址から出土した石器は，石匙2，スクレイパー2，打製石斧12，槙刃形石器31，凹石1，小形磨

製のみ1，敲打器15，小形敲打器5，其の他のもの126点，合計195点，第40図の1～4は，打製石

斧，1．2は，I－A，3は，Ⅳ－A，4は，Ⅲ－Bに属す。5．7は，横刃形石器で5は，Ⅲ－D，7

は，Ⅲ－Bに属す。6は，横刃の石匙，8は，凹石，9は，小形石のみ，緑色岩製で炉内出土，11は，

緑色岩の小形敲打器，両先及び横に使用痕あり，12．13は，スクレイパー。

－53－



第37図　第5号住居址出土土器実測図（1～5　1：6
6－111：3）
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第38図　第5号住居址出土土器拓影（1：3）
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第39図　第5号住居址炉内出土土器拓影（1～71：3
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第40図　第5号住居址出土石器実測図（l～111：3
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第41図　第6号住居址実測図

1 黒　 土

2 黒 褐 色

は 褐　 色

4 焼　 土

E55思セクションF

▼‥

第6号住居址（第41図～第42図）

本住居址は，遺跡の西側の中央より検出されたもので，プランは，ローム層まで掘込んである円に

近い隅丸方形の竪穴住居地である。その規模は，南北5m．80cm，東西6mを測る。壁は僅かに外傾し

壁高は北と西側は20cm，東と南側は22cmのものである。壁の直下には周溝が全周している。幅10cm，

深さ10cm～15cmの平均である。床面は概ね平で中央の部分が固く叩いて仕上げてあるが壁の近くは，

一部軟弱のところも残存している。柱穴は4箇所，等間隔に円形のものが検出された。その直径は50

α，深さ60C鶏の前後のものである。炉は中央より北寄のところに石囲炉が発見された。東西1m20

α，南北1mの長方形をなし，縁石には自然石の80cm～10cm大のものを並べて組んである。炉の中心部

は摺鉢状に凹ませて作られている。内部はかなりの量の炭化物と灰が充満し，全面に赤く焼土が残っ

ている。南の壁の近くから2個の埋聾が東西に並んで出土した。東側の聾は，口琴部が僅かに欠けて

－58－



出土数

埋賓
完形品 1

半完形品 1

深鉢 頭　 部 1

口　 縁　 部 43

胴　　　 部 334

底　 ‘部 23

吊　　　 手 1

計 404

表34　第6号住居址

土器分類表

いるが完形に近く，器

高52cm，胴幅24cmで口

縁が外反している。文

様は地文に縄文を描

き，沈線により渦巻と

横帯，垂線を措いてあ

る。西側から出土され

た賓は頚部より口縁部

にかけて残っているの

みのもので，最大幅26

用，文様は東のものと

ほぼ同じである。炉の

附近中央部の床面上よ

り，頚部から上部の無

ス

ク

レ

イ

ノヾ

l

石

錘

打

製

石

斧

横

刃

形

石
森

磨

製

石

斧

磨

石

高

打

畠

礫

器

剥

片

フ

レ

l

ク

そ

の

他

計

黒　 曜　 石 5 10‾ 15

粘　 板　 岩 1 2 5 8

砂　　　 岩 1 5 1 7 ．

硬　 砂　 岩 2 5 23 7 ’23 17 1 78

花　 崗　 岩 1 6 1 ．8

片　 麻　 岩 1 1

緑　 泥　 岩 4 1 3 6 4 4 ．22

石　 灰　 岩 4 ・．4

そ　 の　 他 3 3

計 5 2 9 25 3 1・ 15 47 2 1 10 8 14 6

表35　第6号住居址石器分類表

A B C 計

I 2 2

Ⅱ

Ⅲ 3 1 4

Ⅵ 2 2

計 り
▲J 5 1 9

表36　第6号住居址

打製石斧形態別個体数

A B C D E 計

I 5 1 6

Ⅱ 1 6 1 8

Ⅲ 2 7 9

Ⅵ 2 0 2

計 10 14 1 25

表37　第6号住居址横刃形石器形態別個体数

い小形の深鉢が出土し

た。これは，横に潰れた，多少，胴の張ったもので，最大幅18C訊，文様は埋賓と同じものである。

遺物はこの他に，土器片で探鉢，吊手形土器の吊手などで，石器では打製石斧，磨製石斧，槙刃，凹

石・石錘などである。出土遺物からみて本址は，縄文後期の曽利Ⅱに類似する遺構である。（根津）

恥 出土地点 遺物恥 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 使用痕　 分　 類 恥 出土地点遺 物恥 長 さ 幅 厚 さ 軍 さ 使用痕　 分 類

1 フク土　 －　 3．2cm 2．4cm 0．3cm2 ．的 あ り スクレイノヾ 「 4 ・フク土　 －　 3．0cm 1．7cm0 ．2cm 1．7 g ．あ り　スクレイパー

2　　 〝　　　 －　 3．4　 2．0　 0．7　 4 ．9　　 〝　　　　 〝

3　　 〝　　　 －　 2．7　 1．4　 0．4　 2 ．1　 〝　　　　 〝

5　　 〝　　　 －　 2．9　 2 ．2　 0 ．8　 5．4　　 〝　　　　 〝

表38　第6号住居址黒旺石分類表
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第42図　第6号住居址出土遺物（1：3）
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1 黒 褐 色

2 黄 褐 色

3 ロ　ー　ム

第43図　第7号住居址実測図

第7号住居址（第43図～第44図）

遺構（第43図）

本住居址は遺構のうちでは北西のグループに当る位置にN56～57グリッドと056～57グリッドの中

間地点に発見された遺構である。プランは楕円形を呈し，大きさは6．0×5．85mを測るが，ローム層を

掘り込むがハードロームまでは達していない。壁面には何の施設も検出することができなかった。床

の面は北側が高く南側が低い状態であり，一部埋立てて貼床としてあったため，周溝の確認に手間ピ

ー61－



出土数

唾棄 半完
形品

1

口　縁　部 19

胴　　 部 146

軍　　 部 4

計 170

表
3
9
第
7
号
住
居
址
土
器
分
類
表

った。主柱穴はPl，P2，P3，P4であると考えられ，その規模は楕円形で

径51～72C恥　深さ59～66cmを測る。炉址は中央やや北寄りに設けられ，石囲

炉と考えられるが，炉石1個を残したのみで他は持去られた炉址である。炉

内は底部までよく焼土が充満していた。PlとP3の中間の壁辺に大きさ25×

38cmと24×26cmの平らな自然石に囲まれた状態で埋蛮（第44図－5）が発見

された。その位置は主軸の方向に近い場所で出入口に当る箇所と思われる。

（友野）

遺物（第44図）

1・4は覆土中より発見された土器片で隆帯と隆帯との間に箆先による連続爪形状文が施された土器

2はやはり覆土より出土した口縁に摺曲文が施された土器。3は隆帯の下部の区画帯に併行に沈線

表40　第7号住居址石器分類表

．′ス‘．
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レ

イ

ノヾ

l

ピ

エ
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●
エ
ス
キ

ユ

打

製

石

斧

構

刃

形

石

器

敲

打

器

乳

棒

状

石

器

凹

石

石

錘

磨

石

礫 剥

片

フ

レ

1

ク

計

黒　　 曜　　 石 5 1 16 22

チ　 ャ　 ー　 ト 1 1

粘　　 板　　 岩 2‘ 2 4

砂　　　　　 岩 1 1 2

硬　　 砂　　 岩 6 15 ‘2 ． 3 1 16 6 8 57

緑　 色　 変 ・岩 2 1 3

花　　 崗　　 岩 1 2 3

縁　　 泥　　 岩 ‘1 2 2 4 9

そ　　 の　　 他 2 4 6

計 5 1 1 1 17 5 5 1 2 20 9 15 16 107

表41打製石斧形態別個体数

A B C 計

I 1 2 3

Ⅱ ． 1 1

Ⅲ ユ 5 ※ 6

Ⅵ 1 ． 1

計 2 5 4 1ユ

表42　横刃形石器分類表

A B C D E 計

I 6 3 9

Ⅱ‘ 3 3

＿　Ⅲ 2 3 1 5

Ⅵ

計 8 9 17

一62－



第7号住居址出土遺物（1：3）
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表43　黒曜石分類

N掘 孟 遺 物Nn長 さ 幅 厘 さ 重 ‡ 使嘩　 分 ‾類

Cm　Cm　　 Cm

N掘 芸 道蜘 聖 慧 聖 警 使用痕　 分 類

1 フク土　 －　 3．7　 2．3　0．6　5：1　 あり　 スクレイパー 4 フク土 「 ・2．1 1．4　0．3 ′1月　 あ り　 スクレイパー

2　 〝　　　　　 4．6　 1．3　 0．5　2．4　　 〝　　　　　 〝 5　 〝　　　　　 2．1 1．6　0．7　 2．0　　 〝　　　　　 〝

3　 〝　　　　　 4．8 1．5　0．5　3．3　　 〝　　　　 〝 6　 〝　　　　　 3．2　2．6　0．7　6．3　　 〝　 ピエス・エスヰユ

文が施された土器。5は口縁部を欠いた埋聾である。文様は地文が縄文で縦に箆による沈線文を走ら

せ，縄文帯の右り端に蛇行沈線文が垂下している曽利系の土器である。7・8は5と同系統の土器と思

われる。6・9・10は半隆起文と地文が縄文で，それに結節縄文が施された深鉢形土器。11は深鉢形土

器の胴部破片で，縦の沈線と綾杉状文が施された土器。12は無文の璽形土器。13は石器分類CI，14

はAI，15はAI，16は敲打器，17は凹石，18は石錘，19・20は黒曜石のスクレイパー。20・21はピ

エスエスキユ。

第9号住居址（第45図～第46図）

遺構（第45図）

埋蛮セクション

G　557．2M H

第45図　第9号住居址実測図
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凡　　　　　例

1 黒　　　　　　　　　 土

2 や　 ．や　 薄・ い　 黒　 土

3 褐　 色　 土　 ロ　 ー　 ム 混 入

4 暗 黒 色 土 （炭 化物粒 少量 混 入 ）

5 黒 褐 色 土 （1 よ り黒 色 が濃 い ）

6 暗 黄褐 色土 （にごった ローム層）

7 黄　 褐　 色　 土 （ロ　 ー・ム　 層 ）

8 ロ　　　　　　　　　 ム　　　　 層

凡　　　　　例

1 黒褐色土 （炭イヒ物粒少量混入）

2 暗褐色土（炭化物粒，ローム粒混入）

3 黄　 褐　 色　 土 （ ロ　ー　 ム　層 ）

4 焼　　　　　　　　　　 土



本住居址は今回検出された遺構群のうちでは最も南側に位置しているもので，そのプランは長径4．3

～4．5m′楕円形をなす住居址である。主軸の方向はN23度Wである。柱穴はPl～P4と考えられ，その

規模は40～60cmで形状大方楕円形で，その深さは45～63cmはぼ直穴である。その外に大小のピットが

あるが，ごく浅く不整形のものが多かった。したがって，用途は不明である。床面は南側一部にやや

軟弱の個所がみうけられたが他は良く踏固ためられていた。周溝は壁に沿って幅5～12cm，深さ4～

10cm全体に巡っている。炉址は中央北寄りに位置しその規模は長径1．08×1．05m縁石大小4個を残し

他は抜取られた状態である。炉の内部は底までよく焼けていた。主軸の方向南壁に接して炉縁石かと

思われる石を取り去ると，土拡状の穴に埋られたような状態で（第46図1）と別個体と考えられる土器

が重なり合った状態で検出された。P4の北側に（第46図2）の伏賓が床面下に逆立した状態で発見された。

（宮下）

遺物（第46図）

1は床面に掘込まれた土拡状のピット内に埋嚢の状態で発見された口縁部が復原できない無文で底

部穿孔の葉形土器，その内に別個体の土器片沈線の渦巻文土器48片が出土した。2は底部穿孔高さ

14．2C恥　口径9．6cmの小形伏賓で，文様は縄文地に縦の蛇行沈線が垂下する曽利系Ⅲ式に比定される土

器。3・4はソメン状粘土紐貼付の口縁部に近い部分の曽利I～Ⅱ式に比定される土器。5は口縁部破

片で隆帯の下に箆状器具により連続爪形文が施された土器。6は口縁部破片，半隆起文の区画に縄文

の地文に沈線の渦巻とを施文した深鉢形土器。7は抽象的な沈線文の深鉢形土器。8・9・10・11は無文を

もつ深鉢形土器，文様は無文帯をもち隆帯で区画した内を箆状器の先で併行沈線を措いた土器。12は

つばに穴をあけた整形土器の破片。13は土器の破片を利用して作った小円盤。14は台付のミニチァ土

器で器面に刷目文が施されている。15は深鉢形土器の底部，16は硬砂岩のAⅣ型石器。17は（746池I

型石器，18は内湾する背をもつAⅣ型石器。19は黒曜石製スクレイパー，20は黒曜石のピエスエスキ

ュー。その他の石器，石核6個黒曜石，乳棒状石器2緑色変岩，磨石6，硬砂岩，剥片17，硬砂岩，

砂岩5，緑色変岩3。

土器破片曽利Ⅱ～Ⅲ式に比定されるもの165個，底部破片4個。

表44　第9号住居地　　　　表45　第9号住居址　石器分類表

土器分類表

出土数

深鉢 半完形品 ・．1

伏賓 完 形 品 1

ミニチュア台付土器＿ 1

口　　 縁　　 部 28

胴　　　　　 部 212

底　　　　　 部 5

土 器 片 円 版 1．

計 249
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計

黒　 曜　 石 4 1 7 12

．チ　 ャ　ー ト

粘　 板　 岩 1 1 2

砂 ．　　 岩 4 4

硬　 砂　 岩 3 14 1 7 14 39

緑 色 片 岩 1 1 2

花　 崗　 岩

緑　 泥　 岩 1 1 2 4

片　 麻　 岩 1 ・1

そ　 の　 他 2 2

計 4 1 3 15 1 2 8 7 1 24 66
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表46　第9号僅居址　表47　第9号住居址

石斧形態別個体数　　　横刃形石器形態別個体数

A B C 計

I

Ⅱ 2 2

Ⅲ ‘

Ⅳ 1 1

計 1 2 3

A B C D E 計

I 1 2 ・ 3

Ⅱ 1 1 2

Ⅱ 4 3 2 9

Ⅳ 1 1

計 7 6 2 15

第10号住居址（第47図～第49図）

遺構（第47図）

表48　第9号住居址黒曜石分類表

帽 漂 長孟中㌔厚禁 使用痕　分類
1 床　 7 5 0　 3 ．0 ．2 ．2　 0 ．5　 2 ．6　 あ り　 ス ク レ イ パ ー

2　 〝　 7 5 1 2 ．9　 2 ．5　 0 ．3　 2 ．4　　 〝　　　　　 〝

3　 〝　 7 5 2　 3 ．8　 2 ．3　 0 ．7　 5 ．5　　 〝　　　　　 〝

4　 －　 フク土 2 ．3 1．9　 0 ．3 1．7　 〝　　　　　 〝

5　 －　 フク土 1．8 1．7　 0 ．8 ・2 ．9　 〝　 ピエ ス エ ス キユ

1 田　　 の　　 地　　 場

2 黒　　　　 土

3 黒　　 褐　　 色　　 土

3 の 1 3 よりやや黒 い黒褐色

4 褐 色 土 に ロー ム混入

5 ロー ム に褐 色 土 混入

6 粘 土 質 黒 褐 色 土

7 焼　　　　 土

P2セクション

慧竃蓼＝f
E557．6M

第47図．第10号住居址実測図
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本址は，LM－57，58グリット内に検出された。遺構の直上に水田の地場が設けられ，地場土の層

の中にも遺物が散在し，最初は，プランの確認に困難であった。覆土中，上部に遺物が多く，下半分

から床面に近づくに従って減少の傾向を示した。

平面プランは，長軸5．9m，短軸5．227札を測る規模の隅丸長方形を呈する。主軸方位は，N－13LE

を示す。壁高は20cm～32C初で，やや急な立上りになっていた。周溝は幅約15cm前後で，深さ約5～

15cmを測定する。主柱穴は，4個検出され，Pl，P2，P3，P4である。Plは80×66－40cm，P2は68

×68－46cm，P3は65×60－47cm，P6は60×52－45cmを測り何れも大形なもので．底はほぼ平らで

堅く，4個の柱は，中心、に向ってやや内向きの傾向になっていた。又Pl，P3，P4は，プランが不整形

の円形であるのに対し，P2は四角形に掘り下げてある。

床面は，平らで堅く踏み固められ良好であった。北側の壁近くに焼土の固りが8ヶ所程存在し，床

面に堅くついているものと，浮き上ったものがあった。床面東寄りには，小穴の一群があり，15×15

－10cmのもの3個，7×7－9cm前後のもの15個あり，その配置がほぼ四角形をなし，内部施設では

ないかと思われる。東側中央壁外に，90×70－11cmを測る半円形状のピットが検出されたが，柵式の

ものであろうか。

床面には，復元可能な深鉢形土器と器台が出土し，鉢は箆括沈線文が施されてある。埋聾は，南側

中央周溝すれすれに正位の状態で埋設され，底は穿孔され，全く完形で出土，聾の中約10C珊下ったと

1．2。4－1016　　7ク土
3　1　3

第48図　第10号住居址土器実測（1：3）
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⊂〕
第49図　第10号住居址出土遺物（1：3）

ころから打製石斧1個が検出された。

炉は，110×63－60cmを測る規模で，ほぼ長方形のプランを呈する。底は据鉢状をなし焼土が多量に

検出された。石組は抜き取られ，小さなもの3個程残存したが竪穴式石困り炉であると思われる。

（小木曽）

遺物（第48図～第49図）
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出土土器片の総数は，1，067点で内，口縁邦100点，底部25点あり。復元された土器は，3個体あ

り，埋蛮1，小形深鉢形土器1は器台1である。その他，土偶の脚，ミニチュア土器の底部，台付土

器の底部2は土盤等である。第48図の1は唾棄で口径36cm，器高47cm底部11．7cm，胴部最大径139．3C7n

で口頚部に逆S形の文様を施し，不均等であるが7分割しその間に隆帯による楕円区画文を三重に施

し，中に横位の綾杉文を配す。胴部は唐草文が6分割に施され，相対するものが2組，その間に1個

づっ施しその間を斜線文で埋め，下部には綾杉文を施してある。2は，床面に出土し口縁部欠損，胴

部の径約18cm，器高19cmを測る小形深鉢と思われる。無文の地に箆描用具による沈線で，口頚部に小

さな唐草文様を描き，6分割し3本の懸垂文を施す。器面には，へラ撫で仕上げの際のへラの跡が線

状に残っている。土器全体が焼け赤い，表面より裏面が荒れてザラザラになり中間当りにはオコゲが

黒く付着している。1の時期は，曽利Ⅱ式に比定されるが，2は，曽利Ⅱ式の要素も含まれるが，曽

利Ⅱ式の前半に考えられよう。3は土偶の脚部で，粗製で摩耗している。4は，器台で下半分欠損で

床面から出土。5～9は底部で無文，10はミニチュア土器の底部。

第49図の1は平行隆帯の間に粘土紐を横位に蛇行状に施し，2は，横の連続爪形状刺突文を施し，

その下は，箆描用具で縦に連続押引文が施されている。3は，口縁部で口縁が直線になっているのは，

咲畑式に見る口縁が四角形を呈するものと思われる。口頚部から三段に連続刺突文が横に施されてい

る。2は波状口縁で，竹管による連続押引文が施されている。以上4点は，曽利Ⅱ式に比定されよう。

5・8～11は縄文を主体に，渦巻文，箆描沈線文が施され，6は渦巻文に竹管による平行沈線文を施

す。7は地文に箆描用具による縦の平行線文を施し，蛇行懸垂文を配す。12・13は綾杉文，14は土盤

で，沈線文を施す。本址は曽利Ⅱ式～Ⅲ式の要素をもつものと思われる。

石器は，228点出土し，打製石斧23点，横刃形石器30点，石錘6点，小形石斧2点，その他は敲打

器，剥片等である。第49図の15は，小形半磨製石斧，石質は緑泥岩，16は小形打製石斧，緑色片岩17

は，敲打器，18は横刃形石器，19は石錘，20は磨製石斧　21は打製石斧。

第11号住居址（第50図～第52図）

遺構（第50図）

本住居址は遺跡内では北西のグループに属し，近くに第7号住居が隣接している。発見された計測

点的位置はP29グリッドを中心にしている。その規模は長径5．0，短径4て7m深さ38～50cmを測り，プラ

ンは隅丸方形を呈する。主軸の方向はN75度30分Eの向である。掘り込みはローム層より5cm程上部

漸移層からでハードローム迄は達していない。周溝は壁に沿って巡り幅12～19cm深さ8～19cmを測る。

床面は全般的に良好である。柱穴はPl～P4と考えられその大きさは37～68cm，深さ45～48cmとわ

りあいに一定した深さをたもっている。炉址は中央西寄りに検出された。その規模は長径1．1短径1．07

cm底は摺鉢状で，内部には焼土が充満していた。炉石は南・西・北が完全な形で残ったが，東側の炉

石が抜かれた形である。P3，P4との中間壁に接して床面下に埋賓（第51図）が発見された。（横田）

遺物（第51図～第52図）

1は口縁部が内側に湾曲するキャリバー状を呈し口縁にやや退化した渦巻文施され，頚部以下は地

文が縄文で，曽利Ⅲ式にみられる沈線のH状文が施された深鉢形土器（埋賓）2は深鉢形土器の頚部

－70－



埋璽セクション
E557．8M＿’h F

A558．2M

表49　第11号住居址

土器分類表

出土数

埋 蛮 完形品 1

口　 縁・部 3 1

胴　　　 部 1 5 4

底　　　 部 6

計 1 9 2

第50図　第11号住居址実測図

凡　　　　例

1 黒土（木炭混り撹乱）

2 黒　　　 褐　　　　 色

2の1 2 へ ブロック．混 入

3 赤　　　 褐　　　 色

3 の1 3　よ　りやや 暗　色

3 の2 3　よ　り　や や 明　色

3の3 3 へ ブロック混 入

4 焼　　　　　 土

5 ロ　　　　　　　　 ム

部と考えられる土器片，粘土紐を横位に貼りつけた曽利Ⅱ式によく見受

けられる土器。3は隆線に2列の併行刺突文が施された深鉢形土器。

4は口縁が内湾するキャリパ状の深鉢で，半隆線の大柄の渦巻文が施さ

れた土器。5は地文が縄文でへら状器具による併行波線が施された深鉢

形土器。6は地文が縄文で頚部に連続刺突文をめぐらし，へら状器具に

よる磨消した箇所に2条の沈線文を施したキャリパ形の深鉢形土器。7

は地文が縄文で，それに結節縄文が施された深鉢形土器。8は無文の底
°

部。9は無文の深鉢形土器の口縁部。

10，11，12は打製石斧。13，14，15，16は硬砂岩の横刃形石器。17，

18は乳棒状の敲打器。19は凹石。20，21は挟入円形石器。23は有背状石

器。24は硬砂岩の石錘。25，26，27はスクレイパー，28は黒曜石の石銀。29は石皿。
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表50　第11号住居地石器分類表

石

嫉

ス
ク

レ
イ

ノヾ

l

打

製

石

斧

横

刃

形

石

斧

敲

打

器

乳

棒

状

石

器

石

錘

有

軍

扇

状

石

器

石

槍

状

石

器

粗

製

ド

リ

ル

凹

石

石

皿

磨

石

フ

レ

l

ク

12

礫 剥

片

計

20

1
黒　 曜　 石 1 7

1
チ　ャ ー　 ト

粘　 板　 岩 1 1 2 4

砂　　　 岩 1 1

8 5 2

2

硬　 砂　 岩

緑 色 片 岩

4 13 10 1 1 1 1 46

1 1

4

12

花　 崗　 岩 4
1

緑　 泥　 岩

緑　 色　 岩

1 1 5 1 3

1 1 2

1 1 12 L 12 6 5 9＿2
1 7 5 14 20 4 1 1 1 1

表51打製石斧形態別個体数

A B C 計

I 1 1 ※ 1 3

Ⅱ

Ⅲ 1 1

Ⅳ 1 ※ 1

計 1 2 2 5

表53　第11号住居址黒曜石分類表

表52　第11号住居地横刃形石斧形態別個体数

A B C D E 計

I 2 2 4

Ⅱ 5 2 7

Ⅱ 1 1 2

1Ⅳ 1

計 8 5 1 14

璃 孟 通慧 警 讐 厚 さ重 さ 使用痕　 分　 類

Cm　　 g

璃 孟 遺監 禁 慧 厚さ 重さ 使用痕　 分　 類

Cm　　 g

1 フク土 －　 3．2 1．7 P．3 1．3　 あ り　 石　　　 鍍 5 フク土 －　 3．3 1．9　 0．7　 3．9　 あ り　 スク レイパ ー

2　 〝　 －　 3．7　2．6 1．0 7．°6　　 〝　　 スク レイパ ー 6　 床　 20　3．5 1．7　 0．5　 2．4　 〝　　　　 〝

3　 〝　 －　 4．2　2．2　0．7 5．5　　 〝　　　　　 〝 7　 〝　 21 2．7 1．2　 0．3 1．5　　 〝　　　　　 〝

4　 床　 20　 3．7 1．9 1．1 5．8　　 〝　　　　 〝 8 フク土 －　 5．2　3．0 1．4 15．3　 〝　　　　 〝
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第3号′　4号竪穴セクション

55乱3M

凡　　　　例

1 黒　　　　　　 土

2 黒　 褐　 色　 土

3 褐　　 色　　 土

4 混　　 合　　 土

5 ロ　　　　　　　　　　 ム

0　　　1　　　2㌧一

第1号竪穴セクション

558．3M

第53図　第1′2，3，4，5号竪穴実測図
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第54図　第6号竪穴及び附近の実測図

第1号竪穴（図53）

本竪穴は遺跡の東縁に検出された，竪穴群の一つで，北側には，2・3・4・5号竪穴が，近接し西

南には2・3・4・5号土拡が接し，東は溝状遺構がある。本址は大小2つの竪穴が一部で重なり遺

構と成っている。大小共に円形で，西側の小さい方がこぶ状に重なっている，規模は概ね南北3m，

東西3m50cm，深さ1mを測る。壁は西側は外傾があり東は垂直に近い角度である。床面は平で固く

仕上っており，中心から西側の小竪穴床面が一段と低く20C諏ほど段付状になっていて2ツの竪穴の中

で火を焚したように焼土が3ヶ所厚く残存していてその附近より30cm～20cm大の自然石が3個置かれ

てある。小竪穴の南壁に接して深鉢の頚部だけの26cm大のものが壊れて出土した。遺物は土器の外に使

い古して底部に穴のあいた砂岩製の石皿が出土して，中心より東寄り焼土の附近より山栗の炭化した

もの64個がはぼ集中して出土した。そのはか土器片多数と石器類は敲打器，槙刃，打石斧等数多く出

土した。本竪穴は縄文後期，曽利のⅡの遺構と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　（根津）

第2号竪穴（図53）

本竪穴は遺跡の東縁の竪穴群の一つで，4号竪穴の北側に掘込んである。円形で経は1m60cm，深

さ85cmを測る，壁は南を除き他はかなり外反する，西側は三重の構造になり外壁には30cm大のピット
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が掘られている。出土遺物は，深鉢の土器片と打石斧が出土した，これらの遺物よりみて本址は縄文

中期後妻，曽利Ⅱの時期に該当するものと思われる。（根津）

第3号竪穴（図53）

本竪穴は遺跡の東縁に検出された4号竪穴の南側をローム層まで掘込んだ円形の竪穴で，経1m50

印，深さ45cmを概ね測る。床面は軟く凸凹がある又床面上には，3個の自然石30cm大のものが等間隔

に据えてある。用途は不明である出土遺物は，打石斧，土器等が小量出土した，これらの遺物をみて

本址は縄文の中期後葉，曽利Ⅱに該当する時期のものと思われる。（根津）

第4号竪穴（図53）

本竪穴は，遺跡の東縁に検出された竪穴群の中の一つで，北側は2号竪穴に掘られ南側は3号竪穴

が重なるように掘込んでいる。不整円形で南北中心で5m，東西3m，深さ平均で50cmを測る，壁は

少し外傾している，床面は軟く小砂利混りである。南西の隅に僅かに周横が残っていて本址の中央部

に3箇所柱穴を検出した。本址と関連性があるかは不明である。出土遺物は打石斧7個，深鉢の土器

片小量を出土した・本址は出土遺物よりみて縄文中期後葉，曽利Ⅱに該当の遺構と思われる。（根津）

第5号竪穴（図53）

本址は遺跡の東縁に検出された一群の一つで，ローム層内に掘込んだ円形のものである。東側には

4号竪穴が接して北は1号土拡と切合っている0西側は経50cm大のピットが一部切っていや。大きさ

は経1m20cm，深さ77cmを測る。壁は僅かに外傾している床面は平で軟弱である，床面上には焼土中

心部にあり40cm～10cm大の自然石が出土した。使用目的は不明である。出土遺物は小形の敲打器，槙

刃形石器，壊れた打石斧と磨石斧と土器片が，覆土と，床面上より出土している。これらの遺物より

みて，本竪穴ははかの一群と同様縄文中期後妻の曽利Ⅱの時期の遺構と考えられる。（根津）

第6号竪穴（図54）

遺構（第54図）

本址は，第1号住居址南，L－53，54グリット内に検出された。水田の地場が遺構の上に設けられ

ていた為，周囲はある程度の破壊も考えられる。平面プランは，長軸約2m，短軸約1．7m，深さ約

1mを測るやや隅丸長方形を呈し，底は長軸1．2m，短軸約0．6mのほぼ長方形を呈する。壁は上半

分までは，なだらかな傾斜になっているが，下半分は，急で垂直に近い立ち上りになっている。壁面

は上部がやや軟か気味であるが，下半分は堅くなっていた。東壁中央の床面から55cmあがった処に，

縦15cm，槙10cm，奥行18cmの槙に長い穴が検出されたが，丁度竪穴に出入りするに恰好な足掛けにも

考えられる。床面は，ロームで堅く踏み固められ，おおむね平らになっていた。床面のほぼ中央に，

19×20－22cmの柱穴を思わせる円筒状のピットを検出した。壁及び底は堅くなっていた。（小木曽）

遺物（第55図）

本址の遺物は，主として覆土の上部にあたる木炭混りの黒土層及び黒褐色土層から出土し，33点を

数えるのみだったが，3～4片を除いては，著しく摩耗していたことから，流れ込み遺物と考えられ
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る。床面からはただ1片口縁部無文土器片が検出されたが・時期は不明である。その他の土器片は結

節縄文を施したもの，連続爪形状刺尖文，懸垂文・縄文・綾杉文・無文土器等で，これらの出土遺物

の範囲から時期決定をすれば・曽利Ⅱ～Ⅲ式に比定されるのでその時期は更に上るものと思われる0

又2片ではあるが覆土最上部から削痕を有す無文土器片が検出されたが・後述する浅鉢の一部であ

ろう。

石器は，横刃形石器9，敲打器2，小形敵打器1・黒曜石の剥片8，その他円礫等24点が出土した。

その他の遺構．時間的制約により充分な精査が出来ず終ったが・6号竪穴を取りまく一連のピット

群を水田の竪い地場下約10cmに検出したo Pl～P9がそれである。形態はそれぞれ異っているが・P2

p3，P5の如く連りを見せているものもある。深さは21～28cmを測り・その規模は・長軸約5・5m′・短

軸約4．2cmのはぼ楕円形のプランを呈するものと思われる。

土器は，少量であるが，P2からは薄手の無文の口縁部が出土し・縄文後期前半のものと思われる（第

55図No．19），P4からは，縄文中期と思われる細かい沈線文の土器が出土・P8からは・無文の口縁部・縄

文を施したもので，縄文中期のものと思われるoP9からは・浅鉢の約4分の1個体程が上向きの状態

で出土，口径45．3cm，器高17．5C恥底部8cmで口縁には沈線文が巡っており・器面は荒く横位に擦痕

がある。内面はへラ磨きされ焼成も良好で黒磨きされたと思われる箇所もある。加曽利B式に比定さ

れよう（第55図Nn20）又同ピット内から縄文後期前半と思われるものが2片出土しており第55図Nn18

の拓影の擦消縄文土器と，無文の土器片である0その他縄文中期と思われる土器片2が出土した0

以上2つの遺構について概略を述べてきたが，6号竪穴と一連のピット群との関係については調査

の段階では，末だ解明されていないのでここに2～3の問題点を提起し・分析すれば・その1は・縄文

後期後半の加曽利B式浅鉢を中心に考えた場合・縄文後期に属する遺物は5号住居址覆土中に僅か2

～3点検出されたのみで，本遺跡調査の範囲では検出されなかったが・P2からは縄文後期前半のも

の1点を，竪穴からは縄文後期後半のもの3点を検出し・P9からは同じく前半のもの2点・後半の

もの1点と浅鉢が出土した中で，P9は単独遺構として考えるべきか・否か。

その2は竪穴をとりまくピット群は，竪穴にある主柱穴を主軸とした建築上の母屋的な存在を示す

ものであれば，竪穴と一連のピットは一体のものであると考えられる。

その3は既存の住居址を開田とかその他の関係で，住居址の上部が破壊され・ピットと僅かの遺物

が残存したものと考えると，1の場合とは反対に複数的関連をもち決め手はないにしても・浅鉢を伴

う遺構であるように考えられる。

以上の3点から，1を肯定すれば結論は2と言うことになり・否定すれば3ということが言える

が，3の想定に立って遺物を見ると，縄文中期，縄文後期前半・同じく後半のものが混って出土し・

これらが一切流れ遺物と判断され，遺構に遺物が伴なわないと考えられるが・遺構と遺物は別の存在

だとすれば2に逆戻りと言いたいところであるしかし，P9の如き縄文後期前半のものと・同じく後

半の浅鉢が同一ピット内に出土した事は全くの遇然ではないと思われる0時期的には時間差はあって

も，片方が前半の終りで，他方が後半でも初めの方だと解釈すれば余り時間差はないものと思われ

る。遺物の存在が明らかになれば当然遺構に伴ってくることで，本址は，縄文後期後半の住居址の遺

構ではないかと言えそうである。
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第55図　　竪穴出土土器
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第56図　竪穴出土石器実測図（1：3）　　　′
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竪穴出土遺物

土器，1は第1号竪穴より出土した口縁部と底部を欠いた深鉢形土器である。H状の文様の区画内

には地文に縄文が施されているものと，組紐文が施された区画帯がある土器で，曽利Ⅲ式に比定され

るものである。2は第1号堅穴の床面上出土の頚部に刺実が施されている土器。3はキャリパ形土器

の口縁部で，箆状器具の先で斜位に連続して施文した曽利Ⅲ式土器。4は組紐文が施された深鉢形土

器の破片で曽利Ⅲ式と思われる土器。5は波線と半隆帯文で渦巻文などが施された深鉢形口縁部，曽

利Ⅲ式土器である。6も5と同様の土器。7は地文が縄文の深鉢形土器の胴部破片。8は，口縁部が

無文帯で頚部以下斜縄文が施された曽利Ⅲ式土器も　9は口縁部が折返状になって，やや薄手の無文土

器で曽利Ⅱ式ではないかと思われる土器。10は横位又は渦巻状に連続刺突が施された深鉢形曽利Ⅱ

～Ⅲ式土器。11，キャリパ形の土器の口縁部で，箆状器具の先で渦巻状に施文した曽利Ⅱ～Ⅲ式土

器。12は隆帯と隆帯との縦の区画内に組紐による施文がなされた曽利Ⅲ式土器。13は，第3号竪穴よ

り出土した，渦巻文が施された深鉢形土器。14は，第3号堅穴より出土した1の土器と同じ深鉢形土

器である。15は連続刺突文が施された第5号住居出土の曽利Ⅱ～Ⅲ式土器。16は6号堅穴出土の綾杉

文が施された曽利Ⅲ式土器。17は第5号堅穴より出土した波線による渦巻文を施した深鉢形土器で曽

利Ⅲ式土器。18は第6号竪穴より出土したもので，擦消縄文の縄文後期前半の土器の口縁部。20は第

6号竪穴より発見された縄文後期後半と考えられる浅鉢形土器。

石器，1は第1号堅穴出土のIB型で刃部に使用痕のある硬砂岩の打製石斧。2は第1号竪穴より

出土したⅢ型B式石器で材質は硬砂岩の打製石斧。5は第1号竪穴より出土したⅡのE型挟人の硬砂

岩製の横刃形石器。3は第1号竪穴出土の両端に打痕をもつ緑色岩の敲打器。4は第1号竪穴より出

土した中央部にクビレをもつ硬砂岩の敲打器。6は第1号堅穴出土のⅢ型Bの硬砂岩の横刃形石器。

7は第1号竪穴より出土したAI型緑色岩の横刃形石器。8は第3号竪穴より出土した，外湾度が高

く刃部に挟入状の凹みは使用痕と思われるもので分類上はAⅢ型の変形したものである。9は第4号

竪穴より出土したBⅡ型自然面をもつ硬砂岩製の槙刃形石器。10は第4号竪穴より出土した，BⅡ型

硬砂岩の横刃形石器。11は第4号竪穴より出土した自然面の多い敲打器。12は第4号竪穴発見の硬砂

岩の磨石。13は第5号竪穴より出土したAI型の自然面をもつ緑色岩の横刃形石器。
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第57図．溝状遺構実測図

溝状遺構

本址は，遁跡地の最東端の道路添い南北に検出された。溝状の遺構でローム層の中へ割竹状に掘込

んだもので西には1号竪穴が近接している。規模は南北10m50cm，東西の最大幅2m90cm，深さ最深

96。爪，北側の浅い所で35cmを測り，南は用地外と延びている。壁の北側は外傾は浅く，中央より南の

壁は中間で段付状になっている。床面はかなりの凸凹があり固く叩いた貼床状になったところがとこ

ろどころに残っているが，他は軟弱である。南の隅に経17札20cm，深さ58cm大の竪穴状の落込みが検

出された。内部で火を焚いたような炭化物と灰が小量残存している。中央東壁の下のところから20cm大

の自然石が4個，据えたように置かれてある。その内の2個は表面に僅か敲打の跡がみられ石器を造

る時の台石と思われる。遺構内ところどころに焼土が10cm大の厚さで残っている。

遣物，石器は敲打器，打石斧，横刃形石器，石錘，磨石，種類も最も大量であり，特記すべきは，

中央より南の壁近くに緑泥岩制の長さ43。机もある超大な打石斧が出土し，それに次ぐ大形のものもそ

の附近より出土した，土器は破片であるが深鉢の破片が多量出土した。（根津）
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第58図　　溝状遺構出土遺物（1：3）
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4号竪穴 ＼雫舜
558．3M

「「」′
第2号土拡

：千二
ヽ一′

第3号士砿

二：竿‡、
558．3M

557．1M

「し√し」「
第13号土拡

南軍旦3M

ヽ√′
第6号土拡

55。薪
頂＝

第7号土拡

二芸二
塾3M埋璧

‾嘲γ　　「姦‾‾‾‾
第10号土砿　　　　　　　第11号土拡

一二三一
堕乙1M

＝｝y－ノ＝

第14号土拡

－〔擢－　＿＿竃／
墜乙卵　第17号土砿

‾ヽ√＿＿＿＿ノ‾

7　1　7M

第59図　　土　拡　実　測　図

土拡は・18基検出された01～6号土拡は遺跡の東北地区にあり，1号土拡からは底より土器片が

多量に出土した。8号土拡は上面に石皿が2個置かれており，1個は半完型で裏を蜂の巣石としてい

る010号土拡は・7号住居址の東にあり，中央に土器が逆位に入れてあり，水田造成時に下半部がけ

ずり取られ頚部より上が残る。11号土拡は，住居群の西にあり深鉢を縦に3ツ割とし表を上にして重

ねその上に石が置いてある。13号土拡中央の伏せた石皿。周辺の土拡の在り方にみて基域である。

（大下）
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表　54　上ノ原遺跡土拡一覧表

番
号

図番号
平面

フラン

大 き さ （cm）
状　 態

出　 土・遺　 物
時 期 備　　　　　　 考長径 短径 深さ 石器他 土　 器

1 不整円 12 0 8 0 2 0 黒 褐色 土
槙刃形石器
4，磨石斧 1

口縁12，胴
部74，底部 5
肥手 3

縄中後
底部より土器片多量出土し，
石器は小形の使用痕あるも

の4個，他は剥である。

2
不　整
楕　 円 1 5 0 1 0 0 8 3 黒褐色 土

槙刃．5，敲打

器 3，磨石舞

1，石錐 1

胴部 102，口
縁15，吊手 2
円盤 1

，縄中後
他の土拡群と接近していて
遺物は主として床面からで
ある。

3 楕　 円 1 3 0 1 2 0 5 4 黒褐色 土‾
深鉢の口縁
部が 1片底
部より出土

縄中後 遺物あまりなし

4 再 1 1 0 1 10 4 2 黒 褐色 土 縄中後

5 楕　 円 1 10 10 0 2 9 黒 褐色 土 縄文後

6 円 9 0 9 0 3 2 黒 褐色 土 縄中後

7
不　整
形　方 14 0 1 3 0

3 5～
5 0

黒 褐色 土
無文土器片
胴部2

縄中後 底は100×90cm，北が高く
南に傾斜，底は堅い。

8 不整円 1 3 0 2 3 0
2 0～
2 4

黒 褐色 土 石皿 2
口縁 6，胴部

46，底部 6，
台脚部 1

縄中後
南側に70×80cmの掘込，45

甜石皿破片裏蜂の巣

9 楕　円 7 0 1．2 5
2 2～
2 4

黒 褐 色土
木 炭 混 入

深 6 縄中後
東側壁寄に土器片 6重ねて

入れてある。

10 楕　 円 1 00 1 15 25
黒 褐 色土
木 炭 混入 深 1 縄中後

深鉢口径27cm現高135 cmの
土器が逆位に中央に入れて

ある。水田造成時に下半部
とられる

11 楕　円 11 2 14 5 2 7
黒 褐 色土
細粒炭混入

深 1 縄中後

深鉢を縦に 3分割にし表を
上にして重ねその上に30×

50cm大の石を置き，その西
側に40×43cmの石が土器に
接して入れてある。

12 不整円 1 6 6 2 3 0
2 6～ 黒 褐色土

石皿 1，小円礫12，黒曜
石 1，磨石 1，打斧 2，

縄中後

東寄り礫群中に底より20cm
浮いて石皿が割れて伏せて

4 6 木 炭 混 入 折 1，石錘 2，礫器 3，
深土器片16

ある。西寄り80×80cmのピ

ット覆土中に石器。

13 楕　 円 1 10 15 0 2 0
黒 褐 色土
細粒炭混入

石皿 1 縄中後
中央部に石皿が伏せてあり
小礫が9，東南壁に礫 6

14 楕　 円 10 0 1 4 0 2 5
黒 褐 色土
細粒炭混入 縄中後

底径80×120cm 中央部に25

×40cmの石，下部底に接し
ている。

15 円 1 1 0 1 1 0 2 7
黒 褐 色土

細粒炭混入
縄中後

底径88×88cm中央部に底よ

り10cm前後浮いて20×20cm
の礫 3個

16 不整円

楕　 円

不整円

1 1 0 2 7 0 70
黒褐色 土

細粒炭混入
縄中後 底の径40×40cm

17

18

1 0 6

1 3 0

1 30

17 0

2 7

3 3

褐　 色　 土

褐色土

30×36cm
15×20cm
石 5箇

縄中後

縄中後

底の径は80×110cm西壁下

に小ピット

底は西より東に向って低い
中心部に石が入る

凡例「番号」土拡の通し番号，「平面プラン」「円」は円形，「不整円」は不整楕円形で形を省略，「石器」打斧は
打製石斧，フはフレーク，「土器」深は深鉢，「時期」縄中後は縄文中期後葉。
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表55　上の原遺跡　土器・石器集計表　　　　　※1大穴　※2　炉内　※3陶磁器片

ス
ク

イ

ノ
l

レ

ヾ

ピ　打

エ
ス　 製
エ
ス　 石
キ
ユ　 斧

横

刃

形

石

器

磨

製

石

斧

乳

棒

状

石

器

敲

打

器

石

錘

磨 l

石

石

皿

凹　そ

の

石 地

礫

器

礫 剥

片

計

第 1号住居祉

深 ．

鉢

形

土

器

浅

鉢

唾

棄

伏

窺

ム口

付

土

器

器

ム
口

口

縁

部

胴

部

底

部

把

手

2

吊

手

土

偶

、

チ

ユ
ア
土
器

土

器

片

円

盤

土

器

片

円

錐

そ

の

他

計 ．

石

鉄 日

2

石

錐

8 7 59

2 42

1

4 0

5 37

6

13 1

17

2

10

17

7 44 0 62 0

2 03 6

12 5

36 3

21 0

13 7

11

3 07

63

47

10

1 1

2

2

9

5 6

40 0

1 1i 1 2彿 3

150 0

78 5

204 3

石

器

集

計

表

黒　 曜　 石　 22 3
6 14 25 6 19 94 9 8

88

2

10

19

8

7 66 5 3 16 50 8 54 0硬　 砂　 岩 1 6
14 9 1 302

644

4 3

25

2 ．2

土

器

集

計

表

黒

曜

2 1 1
1 5 1 65 45砂　　　 岩1 7 33 5 7 2
3

2

1

7

5

1 6 3 13 6 130粘　 板　 岩 ． 1 3
4 3 1 20 3 1760 63 10 1 2

2
3 6

1

1

1

3

12

2

6

9

7

1

3

7

4

3

9

1

3

9

63

19

7

114

2 1

1 2

1

4 25

4 04

170

2 17

249

緑 色 片 岩 1 1 3 17 7
5

6

4

1

2 3 6 6 316 9 1 1

花　 崗　 岩
2

1

4 3 33 4 23 1
1

19 14 6 4

1

片　 麻　 岩

緑　 泥　 岩

緑　 色　 岩

7
1 27 1 8 7 13 27 3 5

1 19

28

18 7

2 12

10 63

6 18 1 1
10 2 1 4 9 3

5

25 4 1

1

1

1

1
9 1 1 l

212 00

192

5 6

石　 灰　 岩
10

1 1

1 1

1

2 1 100
石灰質青色岩l 31 1 54 6

9 2石　　　 英79第 1号竪 穴 0 17
1

3

9

6

1

1

4

37

143 7

3 1

安　 山　 岩

蛇　 文　 岩

チ ャー ト

2

3
1

1
3 28

1

1
4

1 2 4 2
5 2 2

3 3

そ　 の　 他

5

12

28

34 2

6
3 648

6

2構 状 遺 構

3 2 1

2

1 15

8 34

3 9 1

土　　　 拡

表　　 採

2 2 7 74

59 17

6 1 77 7 14 16 12

67 16 17 9 0 4 13 22 36 1 0222
・1 45

1 172

3 25

97 04

15 1 1Z
352 3 3 8 5 3 3 0 1 6 1 114 34 計 6 12 9 59 3 34

計 2 0 3 6 1 32　 3
剥

第 1号住居址

石

鉄

石

臼

石

錐

ス
ク

レ

イ

ノヾ
l

ピ

エ
ス
エ
ス
キ
ユ

打

製

石

斧

横

刃

形

石

器

磨 乳

製 棒
状

石 石

斧　器

敲

打

器

石

錘

磨

石

石

皿

凹

石

そ

の

他

5

礫

器

礫 剥

片

計

石

鉄

石

匙

石

ノ
堆

ス

ク

レ

イ

ヾ
1

ピ
エ
ス
エ
ス
キ
ユ

打

製

石

斧

構

刃

形

石

器

磨

製

石

斧

状

石

器

▼

打

器

石

錘

磨

石

石

皿

凹

石

そ

の

他

礫

器

礫 J

片

計

2

1

5

26

13

18

5

1

34

34

1

23

l
15 1 2 18

90

94

2 1

9

15

2 2

6

12

16

20

4

第 1号住居址
8 2 2 1

1 6

3 1

18

2

5 3

7 9

緑

色

片

山石

花

崗

LIJ石

2

3

14

5

6

7

■ ■ 1 5 3
2 2 1

2 2 4I
3 2 1 1 0

1

1

山

4 1 1 1 5 4
1 37

10

16

1

7

1 6

12

4

5 2

2

1

5

56

7 4

1 3

45

1

1

2 8
m ■

18 1 2
9

4

6

9 4 1

3

1

1

3

1

6

1

1

1

3

11

1

2

4

67

24

7

6

9

30

6

2

5

3

2

9 4

3

7

6

2

17

3

6 3

7

2

6

2

1

1

19

3 1
10

1 1

第 1号 竪 穴

2

1

5 2

1

1 4
10

11

第 1号 竪 穴

2

3

4

5

6

1 7

l

1

8

1

2

12

2 28

41

30

16

36

23

6

14

5 8

’5

13

1

3

2 3

12

50 8

2

8

23

3

28

20

4 4 0

21 1

6 2

2 3

3 5

11

17

8

6

14

3 4

2

1

6

3

54

2

8

2 5

3

3 4

2 1

62 0

618

19 4

8 5

11 8

10 4

7 8

5 7

37

39

154

45

13

．54

8

3　　 5

1　 2 3

4　　 8 0

13

3　 2 34

5　 122

0　20 36

3

4

5

6

溝 状 遺 構

土　　 拡

表　　 採

Z

計

第 1号住居址

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

第 1号 竪 穴

2

3

4

5

6

溝 状 遺 構

土　 ．拡

表　　 採

Z

計

4

13

6

4

1

17

1

1

2

7

1

2

17

1

2

2

3

19

3

4

1

8

2

2

1

1

1

1

3

5

2

1

溝 状 遺 構

‘土　　 拡

衰　　 採

Z

計

第 1号住居址

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

第 1号 竪 穴

2

3

4

5

6

溝 状 遺 構

土 ・　 拡

表　　 採

Z

計

2

1

2

1

l

1

3

1

1

4

l

l

6

2

3

87

l

5 9

3 7

2 8

10

2 8

14

5

6

3

3

17

4

2

1 3

4 6

2 6

24 2

1 22

50

22

36

3 1

23

1 5

1 0

1 4

2 8

13

8

4

3

6

2

9

38

l 8

6 0

3 5

53 7

4

．3

1

2

1

l

l

3

3

1

7

11

7

2

1

1 1

10

3

1

2

14

2

8

9

7 88

1

2

1

1

1

7

5

1

1

2

2

6

6

7

8

6

1

6

2

3

5

7

1

8

4

3 1

4

34

‘1 5

2 10

37

8

8

15 ．

34

8 ．

3

5

4

2

6

7

13 7
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石

倣

石

匙

石

準

ス
ク

レ

イ

ノ
l
ヾ

ヒ
エ
ス
エ
ス
キ

ユ

。打

製

石

斧

構

刃

形

石

器

磨

製

石

斧

乳

棒

状

石

器

敲

打

器

石

鐘

磨

石

石

皿

凹

石

そ

の

他

礫

器

礫 京

片

り

計

石

鉄

石

匙

石

錐

ス
ク

レ
イ

ノ
l

ヾ

ヒ
エ
ス
エ
ス
キ

ユ

打

製

石

斧

構

刃

形

石

器

磨

製

石

斧

乳

棒

状

石

器

敲

打

器

石

錘

磨

石

石

皿

凹

石

そ

の

他

疎

器

礫 京I

片

け

計

第 1号住居址

2

3

7 3 3 9 1 1 1 12 60 5 8 15 5 第 1 号住居址 1 2 9 11 4 1
2

1 5　 15 3

緑

泥

山石

緑

色

山石

4 6 6 2 15 1 8　 47 4

5

石

灰

．．11石

5

6 4 1 3 6 4 4 22 6 4 4
7 1 2 2 4 9 7

8 　 8

9 1 1 2 4 9

1 0 10

1 1 1 1 1 5 3 1 12 11

第 1号 竪 穴 第 1号 竪 穴

2 4 4 2

3 1 1 3

4 4

5 5

6 6

帯 状 遺 構 溝 状 遺 構

土　　 拡 土　　 拡

表　　 採 6 1 12 7 26 衰　　 採

Z 1 2 2 1 2 2 1 1 12 Z 1 1 2
計 1 2 7 18 7 13 27 3 5 1 12 79 114 3 07 計 2 3 3 12 4 7

第 1 号住居址

2

第 1号住居址 9 1 1 0

3 1 2 3 9 2

3 3

4 4

5 3 6 1 1 0 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 ．． 10

11 ．1 1 2 1 1

第 1 号 竪 穴 第 1号 竪 穴

2 2

3 3

4 4

5 5

6 3 3 6

溝 状 遺 構 1 1 構 状 遺 構

土　　 拡 1 1 ．2 土　　 拡

衰　　 採 1 2 1 1 7 12 衰　　 採

Z ‘5 3 2 14 24 Z
計 10 2 1 4 9 3 2 11 21 63 計 9 1 10

第 1 号住居址

2

2 4 6 第 1 号住居址
1 1

2

3 3

片

麻

山石

4 1 1 4

’5 1J 5

6 1 6

7 7

8 8

9 9
10 10

1 1 1 1

第 1 号 竪 穴 3 3 第 1号 竪 穴

2 ．2

3 3

4 4

5 5

6 6

溝 状 遺 構 溝状 過 構

土　　 拡 土　　 拡 ．

衰　　 採 表　　 採 1 1
Z Z

計 1 3 7 11 計 l 1 1 2

－87－



石

鍍

石

匙

石

錐

l
ス

ク

レ

イ

ノヾ
1

ピ
エ
ス
エ
ス
キ
ユ

打

製

石

斧

横

刃

形

石

器

磨

製

石

斧

乳

棒

状

石

器

敲

打

器

石

鍾

磨

石

石

皿

凹

石

そ

の

他

礫

器

礫 剥

片

計

石

鍍

石

地

石

錐

ス
ク

レ
イ

ノヾ
l

ピ

エ
ス
エ
ス
キ ・
ユ

打

製

石

斧

構

刃

形

石

器

3

磨

製

石

斧

乳

棒

状

石

器

2

敲

打

器

石

錘

1

磨

石

石

皿

凹

石

そ l

の

他

礫

器

礫 剥

片

計

第 1号住居址 23 21 44 第 1 号住居址 4 1 5 7 54 122

2 2 1 3 1 7 2 ．1 1 6 2 1 1 1 11 4 28

3 2 1 0 12 3 2 1 7 4 14

4 1 3 4 4 11 4 5 14 34

5 5 5 5 1 10 2 13

6 1 1 5 7 6 1 5 2 8 ・

7 1 1 2 7 2 2 4

8 8 1 1 13 5

1

2 0

9 4 4 9 1

10 10 2 1 1 5 18 5 3 2

1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 4

第 1 号 竪 穴 2 2 第 1号 竪 穴 1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6 6 6 1 1

溝 状 遺 構 1 3 4 満 状 遺 構 3 1 2 6

土　　 拡 1 1 2 土　　 拡 1 1 2 2 6

表　　 採 1 5 6 12 衰　　 採 9 1 2 3 1 1 1 4 15 37

7 17 32
z

l 3 9 12 Z 3 3 1 1

計 1 6 2 2 1 1 1 1 65 4 5 125 計 1 3 4 1 13 1 10 10 3 7 6 3 13 6 129 3 63

第 1 号住居址 9 2 1 1 第 1 号住居址
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所　　見

今回の調査によって得られた成果は予想以上のものがあった。ここでは，その中の主要と考えられ

る二・三の点について述べ所見としたい。

調査の内容については前章で詳しく述べてあるので省略する。

1．本遺跡の自然的な環境について述べると，上の原遺跡は天竜川の右岸段丘上にあり，標高は550

～555mに分布する。この台地は南に2度44分の傾斜をなす独立の段丘である。天竜川との比高は

40〝鳴り，天竜川より数えて三段目の段丘に当る。遺跡の西には槙前部落に源を発する郷士沢が天竜に

注いでいる。北側は刈谷原に源を発する粟生沢が流れ，縄文時代の人々の生活には恵まれた環境と言

える場所である。上の原地籍の総面積は4．5九αあるが，遺跡の範囲は確認されていないが，少くとも

その約半分は遺跡地と考えている。

今回の調査では，耕作者や土地所有者の関係もあって，遺構配置図に示した個所の調査にとどまっ

た。

2．上の原遺跡の集落の在り方は，今回の調査の箇所の北側水田より果樹園から，水田・畑と山寄り

に分布することが確認された。こうしたことより，集落は北側山寄りに半馬蹄形に南側に，広場や基

域をもっ集落であることが確認された。また，集落の規模は推定で少なくとも20軒以上にたっすると

思われる。

3．集落の存在した時期であるが，現在のところ縄文中期後葉曽利系Ⅱ～Ⅲ式にわたった集落と考え

ている。そのはか縄文中期中葉の土器片，縄文後期後半，平安時代の陶器片，室町時代，桃山時代か

ら江戸時代にわたる陶器の破片が検出された。

4．遺物，遺物の処理については，当初設定されたグリッドの全出土遺物について記録を試みたので

あるが，調査の日程及び費用の点から第1号住居址のみ止め，他の遺構については覆土中と床面とに．

分け，床面のみ記録をすることとした。しかし集計においては，土盛と石器に分類し全片集録すること

ができた。個々の遺構については表に出来るものは表とし，記述でまにあうものは記述としたが，最

終的には全体の集計表にまとめることができた。

5．今回の調査で特に重点を置いたのは，各遺構の発掘担当者が，報告書作成まで一貫して行うことが

できたことである。しかしながら，このため記述の面でそれぞれの特色がうかがえるが，やや，統一

を欠く面がある。

また，長年の調査で遺物全体の数の捕え方が不完全であったのであるが，今回の調査ではでき得る

限り正確に数的面に組むことができたのは表のまとめを担当された宮崎五百子さんの努力があった

ためと思う。整理に当った，根津清志・木下平八郎・小木曽清調査員・横田愛子・高山よし子調査補

助員，細田登志美さん，そして報告書を中心になってまとめられた教育委員会の松下千里氏等のみな

さんの努力の成果と存じます。関係した皆さん大変に有難う御座いました厚く御礼を申し上げます。

（友野）
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上の原遺跡遠景（東より）



住居址群（西より）

住居址．土拡群（南より）
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第2号住居址（東より）

第2号住居址　　墓石 第2号住居址　埋蛮
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第3号住居址（西より）
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第6号住居址　埋喪出土状態
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